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の
と
き
は
ど
う
す
る
の
？ 

●
被
害
が
心
配
さ
れ
る
と
き
は

○
気
象
情
報
、
避
難
情
報
に
注
意

市
か
ら
の
情
報
を
待
つ
だ
け
で

は
な
く
、
自
分
た
ち
で
も
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
の
気
象
情
報
に
注
意
し

最
新
の
情
報
を
入
手
し
ま
し
ょ
う
。

○
窓
ガ
ラ
ス
等
の
補
強

雨
戸
を
閉
め
る
以
外
に
も
、
内

側
か
ら
ガ
ム
テ
ー
プ
を
張
っ
た

り
、
カ
ー
テ
ン
を
閉
め
た
り
、
万

一
ガ
ラ
ス
が
割
れ
た
と
き
の
場
合

に
も
備
え
ま
し
ょ
う
。

○
安
全
な
場
所
へ
の
避
難

避
難
勧
告
が
出
さ
れ
て
い
な
く

て
も
、
危
険
を
感
じ
た
ら
早
め
に

避
難
し
ま
し
ょ
う
。

袍
程
度
で
も
歩
け
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
高
所
で
救
援
を
待
ち

ま
し
ょ
う
。

④
単
独
行
動
は
し
な
い
！

避
難
す
る
と
き
は
２
人
以
上

で
、
は
ぐ
れ
な
い
よ
う
に
ロ
ー
プ

等
で
体
を
結
ん
で
避
難
し
ま
し
ょ

う
。
高
齢
者
や
病
人
、
子
ど
も
な

ど
の
避
難
に
は
特
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

※
水
害
時
に
は
、
時
間
も
避
難
経

路
も
限
ら
れ
ま
す
。
早
め
の
避
難

が
重
要
で
す
。

●
水
が
引
い
た
後
の
安
全
対
策

○
落
下
や
倒
壊
し
た
危
険
物
は
な

い
か
。
あ
れ
ば
直
ち
に
補
強
や
点

検
を
行
う
。

○
水
害
を
受
け
た
ら
環
境
衛
生
に

注
意
。
特
に
飲
料
水
や
食
べ
物
。

○
浸
水
の
被
害
に
あ
っ
た
ら
消
毒

を
念
入
り
に
。

○
家
の
中
は
風
通
し
を
よ
く
し
て

乾
燥
さ
せ
る
。

○
活
動
時
に
は
ケ
ガ
を
し
な
い
よ

う
に
、
肌
を
露
出
し
な
い
服
装
で
。

●
避
難
す
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

①
動
き
や
す
く
安
全
な
服
装
で
！

ヘ
ル
メ
ッ
ト
等
で
頭
を
保
護

し
、
靴
は
ひ
も
で
し
め
ら
れ
る
運

動
靴
を
。
長
靴
等
は
厳
禁
で
す
。

②
足
元
に
注
意
！

水
面
下
に
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
や

側
溝
な
ど
の
危
険
が
潜
ん
で
い
ま

す
。
長
い
棒
を
つ
え
の
代
わ
り
に

し
て
、
確
認
し
な
が
ら
歩
き
ま
し

ょ
う
。
足
を
と
ら
れ
て
転
ぶ
と
非

常
に
危
険
で
す
。

③
水
の
深
さ
に
注
意
！

水
の
深
さ
が
５０
袍
以
上
（
ひ
ざ

上
ま
で
）
あ
る
場
合
は
危
険
で
す
。

ま
た
水
の
流
れ
が
速
い
場
合
は
２０

に
移
る
。
も
し
避
難
す
る
余
裕
が

な
け
れ
ば
、
建
物
の
高
所
に
移
る

な
ど
生
命
を
守
る
た
め
の
行
動
を

と
る
。

●
避
難
情
報
の
放
送
に
係
る
申

し
合
わ
せ

市
か
ら
の
避
難
情
報
を
住
民
の

方
に
確
実
に
伝
え
る
た
め
、
平
成

１８
年
７
月
１
日
か
ら
『
避
難
情
報

の
放
送
に
係
る
申
し
合
わ
せ
』
の

運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
四
国
放
送
、
Ｆ
Ｍ
徳

島
の
各
社
が
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

等
に
よ
り
避
難
情
報
の
放
送
を
行

っ
て
い
ま
す
。

●
避
難
に
関
す
る
情
報
を
正
し

く
理
解
す
る

○
「
避
難
準
備
情
報
」
が
出
た
ら

避
難
を
す
る
の
に
時
間
が
か
か

る
方
は
、
避
難
場
所
へ
の
避
難
行

動
を
開
始
す
る
。

要
援
護
者
の
避
難
を
支
援
す
る

人
は
支
援
行
動
を
開
始
す
る
。

○
「
避
難
勧
告
」
が
出
た
ら

避
難
対
象
地
域
内
の
す
べ
て
の

住
民
は
、
避
難
場
所
へ
の
避
難
行

動
を
開
始
す
る
。

○
「
避
難
指
示
」
が
出
た
ら

避
難
中
の
住
民
は
、
避
難
を
直

ち
に
完
了
す
る
。
ま
だ
避
難
し
て

い
な
い
住
民
は
直
ち
に
避
難
行
動
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風
水
害
は
、「
ま
だ
大
丈
夫
」
と
思
っ
て
い
て
も
急
激
に
状
況
が
変
化
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

危
険
が
迫
っ
て
か
ら
で
は
手
遅
れ
に
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
最
新
の
情
報
を
入
手
し
な
が
ら
、
す
ぐ
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。



●
寄
り
合
い
防
災
講
座

徳
島
県
で
は
、
地
域
の
寄
り
合

い
や
各
種
団
体
の
研
修
会
等
に
職

員
が
出
向
き
、
南
海
地
震
の
特
徴

な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
講
座
の
内
容

○
基
本
講
座
（
南
海
地
震
と
は
・

家
庭
で
で
き
る
こ
と
・
地
域
で
で

き
る
こ
と
）

○
テ
ー
マ
別
講
座
（
７
つ
の
中
か

ら
１
つ
を
選
択
）

盧
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

盪
消
防
団
の
活
動

蘯
災
害
時
の
要
援
護
者
対
策

盻
住
宅
、
建
築
物
の
耐
震
化

眈
水
害
に
備
え
て

眇
土
砂
災
害
に
備
え
て

眄
ダ
ム
の
役
割

ま
た
、
徳
島
中
央
広
域
連
合
東

消
防
署
の
指
導
の
も
と
、
初
期
消

火
や
心
肺
蘇そ

生せ
い

法
、
簡
易
担
架
に

よ
る
負
傷
者
の
搬
送
法
等
を
学
び

ま
し
た
。

☆
牛
島
第
４
自
主
防
災
会

６
月
１４
日
、
防
災
資
機
材
を
格

納
す
る
倉
庫
を
整
備
し
ま
し
た
。

資
機
材
に
は
、
発
電
機
や
エ
ン

ジ
ン
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
バ
ー
ル
や

投
光
器
セ
ッ
ト
等
が
あ
り
、
平
常

時
に
は
防
災
訓
練
に
、
災
害
時
に

は
自
主
防
災
活
動
に
使
用
し
ま

す
。倉

庫
は
、
消
防
団
鴨
島
方
面
第

３
分
団
詰
所
の
敷
地
内
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
を
合
い
言
葉
に
、
各

地
域
で
自
主
防
災
会
が
防
災
訓
練

等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
自
主
防
災
会
の
活

動
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

☆
上
浦
地
区
自
主
防
災
会

６
月
１０
日
、
設
立
後
３
回
目
と

な
る
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

午
前
９
時
に
南
海
地
震
が
発
生

し
た
と
の
想
定
の
も
と
、
会
員
約

２
０
０
人
が
上
浦
公
民
館
に
避
難

し
、
安
否
確
認
や
資
機
材
の
点
検
、

飲
料
水
の
確
保
、
炊
き
出
し
等
を

行
い
ま
し
た
。

○
徳
島
県
に
発
令
さ
れ
た
津
波
の

予
報

○
そ
の
他
防
災
情
報
（
河
川
水
位
、

雨
量
な
ど
）

②
携
帯
メ
ー
ル
の
登
録

お
手
持
ち
の
携
帯
電
話
か
ら

「
徳
島
ケ
ー
タ
イ
県
庁
」
に
ア
ク

セ
ス
し
て
、「
４
防
災
・
災
害
情

報
」
の
中
の
「
と
く
し
ま
防
災
メ

ー
ル
」
で
登
録
で
き
ま
す
。
登
録

さ
れ
た
方
に
、
警
報
等
の
情
報
を

配
信
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
へ
の
配
信
も

可
能
で
す
。
登
録
は
無
料
で
す
が
、

通
信
に
伴
う
費
用
は
個
人
負
担
と

な
り
ま
す
。
配
信
は
２４
時
間
対
応

で
す
の
で
、
夜
間
に
メ
ー
ル
配
信

が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://k
e
ita
ik
e
n
c
h
o
.in
fo
/

②
対
象

○
地
域
の
寄
り
合
い
や
各
種
団
体

の
研
修
会
等
で
、
お
お
む
ね
２０
人

以
上
が
参
加
す
る
集
会
や
会
合
と

し
ま
す
。

③
申
込
方
法

○
市
の
防
災
対
策
課
へ
、
講
座
開

催
日
の
１
か
月
前
ま
で
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

市
防
災
対
策
課

蕁
澤
２
２
３
５

④
費
用

○
職
員
の
派
遣
費
用
は
無
料
で
す
。

⑤
そ
の
他

○
営
利
、
政
治
活
動
ま
た
は
宗
教

活
動
を
目
的
と
す
る
集
会
等
は
お

受
け
し
て
い
ま
せ
ん
。

●
と
く
し
ま
防
災
メ
ー
ル

①
配
信
内
容
（
登
録
し
た
市
町
村

に
関
す
る
情
報
）

○
大
雨
、
洪
水
な
ど
の
気
象
警
報

の
発
令
と
解
除

○
県
内
に
お
け
る
震
度
４
以
上
の

地
震
の
地
震
速
報
お
よ
び
震
源
震

度
に
関
す
る
情
報

2007年（平成19年）8月8日
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徳
島
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
主
防
災
会
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

最
近
の
自
主
防
災
会
の

主
な
活
動

簡易担架による負傷者の搬送

自分たちの地域は 
自分たちで守る！ 



午
前
９
時
に
会
員
が
集
ま
り
、

炊
き
出
し
訓
練
や
初
期
消
火
訓
練

を
実
施
し
、
心
肺
蘇
生
法
や
自
動

体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の

使
い
方
も
習
得
し
ま
し
た
。

ま
た
、
防
災
用
資
機
材
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
も
訓
練
を
実
施
し
、

防
災
に
対
す
る
会
員
の
意
識
の
高

揚
と
技
術
の
習
得
を
図
り
ま
し
た
。

★
新
た
に
設
立
さ
れ
た
自
主
防
災

会☆
飯
尾
地
区
自
主
防
災
会

７
月
７
日
、
設
立
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

構
成
自
治
会

飯
尾
東
・
高
ノ
原
・

飯
尾
小
原
・
唐
人
・
飯
尾
中
央
・

北
門
・
飯
尾
西
部
・
鴨
島
ハ
イ
ラ

ン
ド

☆
上
下
島
地
区
自
主
防
災
会

７
月
８
日
、
設
立
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

☆
西
郷
自
主
防
災
組
織

６
月
１６
日
、
徳
島
中
央
広
域
連

合
東
消
防
署
に
よ
る
普
通
救
命
講

習
を
受
講
し
ま
し
た
。

こ
の
講
習
は
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
備
え
て
、
心
肺
蘇
生
法
や
止

血
法
、自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ

Ｅ
Ｄ
）
の
使
い
方
等
、
救
命
に
必

要
な
応
急
手
当
の
知
識
や
技
能
を

習
得
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

約
３
時
間
の
講
習
後
、
受
講
者

に
は
修
了
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

☆
諏
訪
地
区
自
主
防
災
会

６
月
１９
日
か
ら
２７
日
ま
で
、
地

域
の
電
柱
に
洪
水
時
の
水
位
を
表

示
す
る
テ
ー
プ
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
地
域
住
民
の
平

常
時
か
ら
の
防
災
意
識
の
高
揚

と
、
災
害
時
の
速
や
か
な
避
難
の

実
現
を
目
的
と
し
て
、
平
成
１６
年

１０
月
２０
日
に
大
き
な
被
害
を
も
た

構
成
自
治
会

殿
郷
・
上
下
島
住

宅
・
南
新
町
・
大
北
（
２
班
は
除

く
）
・
呉
島

☆
喜
来
北
部
地
区
自
主
防
災
会

７
月
２２
日
、
設
立
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

構
成
自
治
会

乗
島
西
・
乗
島
北
・

乗
島
第
１
・
乗
島
第
２
・
喜
来

東
・
清
美
団
地
・
喜
来
西
部
第

１
・
喜
来
西
部
平
和
・
喜
来
西

部
・
宮
本
北

☆
種
野
地
区
自
主
防
災
会

７
月
２２
日
、
設
立
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

構
成
自
治
会

品
野
・
中
筋
・
高

野
尾
・
川
俣
・
刷
石
・
土
井
ノ

奥
・
峠
・
川
俣
団
地

☆
中
枝
地
区
自
主
防
災
会

７
月
２２
日
、
設
立
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

構
成
自
治
会

平
・
平
団
地
・
大

神
・
西
部
・
下
浦
・
城
戸
・
田

平
・
井
頭
・
宮
倉
・
倉
羅
・
古

井
・
四
ツ
松
・
中
古
井
・
照
尾
・

張
・
宗
田
・
市
野
々
・
東
部

共
催
で
計
画
し
た
も
の
で
す
。

震
度
７
の
地
震
が
発
生
し
た
と

の
想
定
の
も
と
、
避
難
訓
練
や
初

期
消
火
訓
練
、
応
急
手
当
や
炊
き

出
し
訓
練
、
仮
設
ト
イ
レ
の
設
営

や
飲
料
水
の
確
保
等
、
自
主
防
災

に
必
要
な
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
に
熱

心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

☆
岡
山
北
６
地
区
自
主
防
災
会

７
月
２９
日
、
防
災
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

ら
せ
た
台
風
２３
号
の
際
の
洪
水
水

位
等
を
地
域
の
電
柱
３５
本
に
表
示

し
た
も
の
で
す
。

県
下
で
は
、
県
南
の
津
波
の
際
の

水
位
を
表
示
し
た
例
を
除
い
て
、
初

め
て
の
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

☆
西
麻
植
南
地
区
自
主
防
災
会

６
月
２４
日
、
徳
島
中
央
広
域
連

合
東
消
防
署
の
指
導
の
も
と
、
防

災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

訓
練
で
は
、
心
肺
蘇
生
法
や
自

動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

の
使
い
方
等
、
救
命
に
必
要
な
応

急
手
当
の
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

☆
敷
地
地
区
自
主
防
災
会

７
月
８
日
、
設
立
後
３
回
目
と

な
る
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
地
域
の
自
主
防

災
会
、
自
治
会
連
合
会
、
婦
人
会
、

天
寿
会
、
生
活
環
境
を
守
る
会
が
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ダミー人形を用いた心肺蘇
そ

生
せい

法の講習

AEDを用いた除細動講習

仮設トイレの設営
消火器を使った初期消火訓練

上下島地区自主防災会設立総会の様子



★
新
た
に
資
機
材
が
貸
与
さ
れ
た

自
主
防
災
会

☆
牛
島
第
１
自
主
防
災
会

保
管
場
所

牛
島
駅
前
西
倉
庫

☆
江
川
・
広
畑
地
区
自
主
防
災
会

保
管
場
所

江
川
消
防
会
館

６
月
２１
日
、
市
か
ら
防
災
資
機

材
が
貸
与
さ
れ
ま
し
た
。

資
機
材
に
は
、
発
電
機
や
エ
ン

ジ
ン
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
バ
ー
ル
や

投
光
器
セ
ッ
ト
等
が
あ
り
、
平
常

時
に
は
防
災
訓
練
に
、
災
害
時
に

は
自
主
防
災
活
動
に
使
用
し
ま
す
。

◆
６
月
１０
日
、
構
成
世
帯
数
が
多

か
っ
た
、
上
浦
地
区
自
主
防
災
会

が
２
つ
に
分
か
れ
ま
し
た
。

申
込
受
付
期
間

１２
月
２８
日
貊
ま
で

※
受
け
付
け
は
先
着
順
と
し
、
対

象
戸
数
を
満
た
し
た
時
点
で
募
集

を
終
了
し
ま
す
。

自
己
負
担
金

●
１
戸
建
て

３
０
０
０
円

●
２
戸
以
上
の
共
同
住
宅
等

６
０
０
０
円

耐
震
改
修
補
助
支
援
事
業
も
同
時

募
集
！

平
成
１６
年
度
か
ら
本
年
度
に
お

い
て
実
施
さ
れ
た
耐
震
診
断
の
結

果
、
総
合
評
点
が
　
未
満
と
診
断

さ
れ
た
住
宅
で
、
耐
震
改
修
を
希

望
さ
れ
る
住
宅
に
つ
い
て
補
助
を

実
施
し
ま
す
。
受
付
期
間
は
耐
震

診
断
と
同
期
間
で
先
着
順
と
し
、

募
集
戸
数（
１０
戸
）を
満
た
し
た
時

点
で
終
了
し
ま
す
。

※
耐
震
改
修
を
行
い
、
一
定
の
要

件
を
満
た
し
た
場
合
、
固
定
資
産

税
（
家
屋
）
の
減
額
措
置
も
あ
り

ま
す
。

詳
し
く
は
、
都
市
計
画
住
宅
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
都
市
計
画
住
宅
課
　
建
築
営
繕
係

蕁
澤
２
２
２
５

昭
和
５６
年
以

前
に
建
て
ら
れ

た
建
物
は
耐
震

性
に
問
題
が
多

い
と
さ
れ
て
お

り
、
あ
な
た
の

家
そ
の
も
の
が

凶
器
に
な
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

人
間
の
体
と
同
じ
よ
う
に
、
住

宅
も
耐
震
診
断
と
い
う
「
健
康
診

断
」
を
受
け
て
初
め
て
安
全
で
あ

る
か
ど
う
か
が
わ
か
り
ま
す
。
こ

の
機
会
に
耐
震
診
断
を
受
け
て
み

ま
せ
ん
か
。

対
象
住
宅
と
な
る
木
造
住
宅

次
の
要
件
を
満
た
す
木
造
住
宅

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
住
宅

②
在
来
軸
組
工
法
や
伝
統
構
法
に

よ
り
建
築
さ
れ
た
住
宅
（
木
質
プ
レ

ハ
ブ
工
法
や
２
×
４
工
法
は
除
く
）

③
平
屋
ま
た
は
２
階
建
て
住
宅

（
併
用
住
宅
、
共
同
住
宅
・
長
屋
、

借
家
を
含
む
）

④
吉
野
川
市
内
に
あ
り
現
在
、
居

住
し
て
い
る
住
宅

募
集
戸
数

４０
戸
（
予
定
）

７
月
１２
日
、
広
島
県
神
石
高
原

町
が
視
察
に
来
庁
し
ま
し
た
。

こ
の
視
察
は
、
本
市
を
「
自
主

防
災
組
織
体
制
の
先
進
事
例
」
と

し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
神
石
高

原
町
長
や
自
治
振
興
会
長
、
担
当

職
員
等
約
３５
人
が
来
庁
し
ま
し
た
。

視
察
の
中
で
は
、「
自
主
防
災

組
織
と
行
政
機
能
の
連
携
」
等
に

つ
い
て
の
質
問
が
出
さ
れ
、
活
発

な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◇
水
防
工
法
技
術
講
習
会

７
月
２２
日
、
市
消
防
団
が
水
防

工
法
技
術
講
習
を
受
講
し
ま
し
た
。

こ
の
講
習
は
国
土
交
通
省
の
指

導
の
も
と
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、
土
の
う
作
り
や
工
法
、
ロ

ー
プ
ワ
ー
ク
等
を
実
際
に
行
い
、

受
講
し
た
の
べ
約
１
８
０
人
の
消

防
団
員
が
、
知
識
と
技
術
を
習
得

し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

市
防
災
対
策
課

蕁
澤
２
２
３
５

☆
上
浦
西
地
区
自
主
防
災
会

構
成
自
治
会

上
浦
南
・
自
彊
・

玉
取
・
国
中

☆
上
浦
東
地
区
自
主
防
災
会

構
成
自
治
会

八
本
松
東
・
八
本

松
西
・
辻
川
・
上
浦
中
筋
・
丸

山
・
上
浦
団
地

◇
吉
野
川
水
防
重
要
個
所
巡
視

７
月
１１
日
、
吉
野
川
の
水
防
重

要
個
所
の
巡
視
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
巡
視
は
毎
年
行
っ
て
い
る

も
の
で
、
国
土
交
通
省
・
徳
島

県
・
市
消
防
団
等
が
参
加
し
、
山

川
町
岩
津
橋
付
近
か
ら
鴨
島
町
西

条
大
橋
東
付
近
ま
で
吉
野
川
堤
防

の
重
要
個
所
を
巡
視
し
、
災
害
時

の
連
携
体
制
強
化
の
た
め
に
共
通

認
識
を
確
認
し
ま
し
た
。

◇
視
察
来
庁
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上浦東地区自主防災会の様子

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
募
集
中
　
あ
な
た
の
家
は
大
丈
夫
？

市
の
主
な
取
り
組
み

市の担当者から説明を受ける広島県
神石高原町の皆さん

資
機
材
が
保
管
さ
れ
て
い
る
牛
島
駅
前
西

倉
庫

資
機
材
が
保
管
さ
れ
て
い
る
江
川
消
防
会

館

０.７



2007年（平成19年）8月8日

広報よしのがわ 6

　吉野川市域の旧名は麻植郡です。807年に斎部広成が記し
た『古語拾遺』には、阿波忌部が麻・穀を植えて阿波国を開拓し、
麻を植えた土地は麻植郡と名付けられたとされ、市内には100
か所以上阿波忌部ゆかりの地名や史跡が残されています。 

お え ぐん いん べの ひろ なり 

こ ご しゅう い 

※第１部終了後に「吉野川市と阿波忌部」交流会（50人限定・会費5,000円）を開催します。会場は「青柳」
です。（鴨島公民館から徒歩2分）参加希望の方は、9月26日貉までに鴨島公民館へ申し込んでください。 

第1部・第2部への参加希望の方は、9月26日貉まで事前申し込みを受け付けます。 
鴨島公民館へ直接お越しいただくか電話・FAXで、住所・氏名・電話番号をお知らせください。 

と　き：10月6日（土） 13:00～16:30 
ところ：鴨島公民館 大ホール（615席）　　　 
内　容 

○ 開会式プレ記念演奏 ─ 
○ 開会宣言 ────── 
○ 開会式 
○ 吉野川市合併3周年記念プロモーションビデオの発表 
○ 映像による阿波忌部の史跡紹介（演奏：忌部楽団） 
○ 記念講演「日本の建国と阿波忌部～麻殖郡の足跡と共に～」 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　林　  博章  鳴門工業高等学校教諭 
○ 吉野川市と阿波忌部を語る未来シンポジウム（パネラーは50音順。『　』は仮タイトル） 

9:00出発「麻宮」（牛島八幡神社）→「杉尾神社」→「向麻山」→「天村雲神社」→ＪＲ
山瀬駅（以下徒歩）→「忌部の市」跡 →「忌部の矢宮」→「山崎八幡神社」→「忌部の矢
磨石」→「忌部の摩羅石」→「忌部神社の馬場」→「忌部神社の祓川」→「忌部神社」
12:00着《昼食》 平成の今上天皇の大嘗祭に使用された麁服製作の機織道具の見学・宝物
の公開　 
13:00 再出発「岩戸神社と麻笥石祭祀遺跡」→「川島神社と岩の鼻から吉野川と粟島を眺
望」→15:00 鴨島公民館へ到着・解散 

と　　き：10月7日（日） 9:00～15:00 
集合場所：鴨島公民館 
募集人数：60人限定（バス2台・事前申し込み先着順） 
参 加 費：1,500円（昼食代・保険料・バス代を含む）※参加費は当日集金します。 
注意事項：約2袰歩きますので、歩きやすい靴をご用意ください。       
◆行　程： 

吉野川市民らによる3周年記念オカリナ演奏 
高越山を守る会・高越山の天狗 

第1部  阿波忌部フォーラム 

第2部  阿波忌部の聖地を巡るツアー 

～阿波忌部をキーワードとする新観光事業の創造と発信～ 

入場 
無料 

『阿波忌部を中核に据えた観光事業の創造』 
 
『阿波忌部の歴史を伝える市民教育とまちの活性化への提案』 
 
『阿波忌部が伝えたスピンドル技術と地域貢献』 
『忌部と黒潮交流』 
 
『阿波忌部の歴史と伝統を未来へ』 

岩瀬　正夫：元千葉県商工労働部参事・ 
　　　　　　　　　加森観光譁部長（JTB首都圏出向） 
 
岡田　年弘：吉野川市鴨島公民館長 
木村　　悟：阿波スピンドル株式会社会長 
鈴木　　馨：千葉県館山市相浜・ 
　　　　　　　　　　　　  安房忌部交流会実行委員長 
三木　信夫：阿波忌部直系・国重文三木家当主 

《鴨島公民館》  蕁濆5111  蕭濆5113

だい さい じょう あら たえ 
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阿波忌部のふるさと吉野川市の歴史と文化を知り、誇り高く、高らかに、命の賛歌を響きわ
たらせるドラマチックな舞台が、10月7日の夕刻、鴨島公民館前の特設ステージに出現する。 
それは、吉野川市民がささげる過去から未来へとつなぐ希望への架け橋となる。 

と　き：10月7日（日） 開演16:00～（約1時間30分） 
ところ：鴨島公民館前  北側広場（雨天の場合は鴨島体育館）　　　 

内　容 

第3部  吉野川コレクション 

～阿波忌部をキーワードとする市民創作劇～ 

主　　　催 ： 吉野川市合併3周年記念事業実行委員会 
問い合わせ ： 鴨島公民館　　蕁濆5111 
問い合わせ ： 市秘書企画課　蕁澤2221

うた 
演題『月の運ぶ過去と日輪が運ぶ未来』 

～吉野川の四季を謳う神々～ 

観覧 
無料 

○ プロローグ 
○ 4つのシーン 
○ フィナーレ 

運ばれてきた文化の光 
やってきた生命，郷愁，戦いと再生，歴史の贈り物 
永遠の絆，未来へ 
　阿波忌部のふるさと吉野川市の歴史・文化・命の讃歌を 
響きわたらせるドラマチックな舞台 

※総合演出・構成・衣装プロデュースに、国内外で活躍されている衣装デザイナ
ーの時広真吾さんを迎えます。吉野川市の自然・文化・歴史をイメージした衣
装で市民も参加する野外創作劇です。 
 
※世界最大級の魔鏡（直径1ｍ超）が屋外では世界初登場！！ 

第1部・第3部のボランティアスタッフを募集しています。 

お手伝いいただける方は、鴨島公民館までご連絡ください。 

『吉野川市における阿波忌部の史跡』写真展 
阿波忌部関係商品および地元物産品の販売などを予定 

同時 
開催 

吉野川市合併 
3周年記念事業 
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「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
」
は
一
般
的
に
「
性
的
い
や
が

ら
せ
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
相

手
の
意
に
反
し
た
性
的
な
言
動
で

相
手
を
不
快
に
さ
せ
、
場
合
に
よ

っ
て
は
一
定
の
不
利
益
を
与
え
た

り
、
生
活
環
境
を
悪
化
さ
せ
た
り

す
る
こ
と
で
す
。

セ
ク
ハ
ラ
で
あ
る
か
ど
う
か
の

基
準
は
被
害
者
本
人
の
判
断
で
す
。

あ
ら
ゆ
る
人
間
関
係
に
お
い
て

相
手
の
人
格
を
尊
重
し
、
対
等
な

関
係
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

●
過
度
な
物
理
的
接
近
・
接
触
は

避
け
る
こ
と

●
「
こ
の
程
度
の
こ
と
は
相
手
も

許
容
す
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
勝
手

な
思
い
こ
み
を
し
な
い
こ
と

ま
た
、
１１
月
２３
〜
２５
日
、
石
川

県
で
開
催
さ
れ
る
、
第
５９
回
全
国

人
権
同
和
教
育
研
究
大
会
に
も
、

徳
島
県
代
表
と
し
て
大
島
さ
ん
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
北
陸
の
地
で
、

初
め
て
実
施
さ
れ
る
こ
の
大
会
で
、

徳
島
県
や
吉
野
川
市
の
人
権
教
育

の
実
践
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
全
国
の

参
加
者
と
交
流
し
て
き
ま
す
。

今
後
、
吉
野
川
市
の
人
権
教
育

啓
発
に
、
新
し
い
風
を
吹
き
込
む

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

吉
野
川
市
で
は
、
平
成
１８
年
度
、

１
０
１
回
の
人
権
研
修
・
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
が
、
そ
の
内
８７

回
が
怪
傑
！
講
師
団
に
よ
る
も
の

で
し
た
。
市
民
の
所
属
す
る
団
体

で
の
人
権
研
修
会
を
企
画
す
る
グ

ル
ー
プ
も
現
れ
、
こ
れ
ま
で
の
行

政
主
導
か
ら
市
民
主
導
の
人
権
研

修
会
が
各
地
で
開
催
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
同
じ
講

師
の
講
演
に
再
度
参
加
す
る
人
、

友
人
を
誘
っ
て
参
加
す
る
人
、
そ

し
て
講
座
日
程
の
問
い
合
わ
せ
を

し
て
く
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

今
ま
で
の
行
政
主
導
に
よ
る
著

名
講
師
に
よ
る
講
演
会
は
、
参
加

者
が
や
や
受
け
身
的
な
感
が
あ
り

ま
し
た
が
、
最
近
は
身
近
な
講
師

を
市
民
自
ら
が
選
ん
で
研
修
会
を

企
画
し
、
人
権
問
題
に
つ
い
て
考

え
る
素
地
が
で
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

（
市
人
権
課
内
）
蕁
澤
２
２
２
９

７
月
５
〜
６
日
、
徳
島
市
で
、

第
５４
回
四
国
地
区
人
権
教
育
研
究

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
で
は
、
怪
傑
！
講
師
団

の
一
人
、
大
島
祥
人
さ
ん
（
人
権

課
）
が
吉
野
川
市
を
代
表
し
て
、

市
の
人
権
教
育
・
啓
発
に
関
す
る

取
り
組
み
を
報
告
し
ま
し
た
。

徳
島
県
教
育
会
館
で
行
わ
れ
た

「
人
権
確
立
を
め
ざ
す
地
域
の
教

育
力
Ｃ
」
会
場
で
、「
怪
傑
！
講

師
団
と
人
権
教
育
啓
発
活
動
」
と

題
し
て
発
表
し
、
四
国
各
地
か
ら

の
参
加
者
に
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
し
た
。

●
立
場
上
の
違
い
な
ど
か
ら
相
手

が
は
っ
き
り
と
拒
否
で
き
な
い
場

合
で
も
、
そ
れ
を
合
意
と
勘
違
い

し
な
い
こ
と

肌
を
露
出
す
る
服
装
や
親
し
げ

な
言
葉
遣
い
は
挑
発
や
誘
導
の
行

為
だ
と
誤
解
を
受
け
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
自
分
の
服
装
や
言
動
に

責
任
を
持
っ
て
、
き
然
と
し
た
態

度
で
行
動
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
住
所
や
電
話
番
号
な
ど
の
個
人

情
報
を
不
用
意
に
知
ら
せ
な
い
こ
と

●
過
度
に
相
手
に
接
近
し
な
い
な

ど
、
節
度
の
あ
る
態
度
を
こ
こ
ろ

が
け
る
こ
と

●
不
安
を
感
じ
る
と
き
は
、
は
や

め
に
周
囲
に
相
談
し
た
り
、
助
け

を
求
め
た
り
す
る
こ
と

セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対

策
や
相
談
窓
口
を

今
一
度
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市
秘
書
企
画
課

蕁
澤
２
２
２
１

Ｅ
メ
ー
ル

kikaku@
city.yoshinogaw

a.lg.jp

考
え
て
み
よ
う

男
女
共
同
参
画

人
権
と
ぴ
っ
く
す

「
吉
野
川
市
の
取
り
組
み
を

四
国
に
発
信
」

―
吉
野
川
市
　
人
権
課
―

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

加
害
者
に
な
ら
な
い
た
め
に

吉
野
川
市
男
女
共
同
参
画
推
進

条
例
で
は
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
お
い
て
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

吉
野
川
市
の
人
権
教
育
・
啓
発

活
動
の
現
在

被
害
者
に
な
ら
な
い
た
め
に

四
国
地
区
人
権
教
育
研
究
大
会
で
発
表

す
る
大
島
さ
ん

四国地区人権教育研究大会の様子「怪傑！招き猫ギャロ」を紹介
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―
年
金
時
効
特
例
法
―

年
金
時
効
特
例
法
の
成
立
に
よ

り
、
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
年
金

（
老
齢
・
障
害
・
遺
族
）
が
増
額

し
た
場
合
に
、
こ
れ
ま
で
時
効
に

よ
り
消
滅
し
た
分
も
全
期
間
さ
か

の
ぼ
っ
て
お
支
払
い
し
ま
す
。

対
象
者

①
年
金
記
録
の
訂
正
に
よ
り
年
金

額
が
増
え
た
方

②
年
金
記
録
の
訂
正
に
よ
り
年
金

の
受
給
資
格
が
確
認
さ
れ
た
方

③
①
②
に
該
当
す
る
方
が
亡
く
な

ら
れ
て
い
る
場
合
、
そ
の
ご
遺
族

の
方
（
未
支
給
年
金
の
時
効
消
滅

分
が
支
払
わ
れ
ま
す
）

※
ご
遺
族
の
範
囲
は
、
該
当
者
が

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
当
時
、
生

計
を
同
じ
く
さ
れ
て
い
た
方
に
限

り
、
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、

祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
の
順
と
な
り

ま
す
。

④
今
後
、
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
、

①
〜
③
と
同
じ
よ
う
に
年
金
額
が

増
え
る
方

必
要
な
手
続
き

◆
年
金
を
受
給
開
始
後
、
す
で
に

年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
て
い
る
方

○
平
成
１９
年
９
月
か
ら
、
手
続
き

に
関
す
る
書
類
を
順
次
お
送
り
し

ま
す
。

○
今
す
ぐ
に
手
続
き
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
お
近
く
の
社
会
保
険

事
務
所
に
、
必
要
な
書
類
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
で
手
続
き
を
さ
れ
る
方

は
、
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所

か
ら
必
要
な
用
紙
を
お
取
り
寄
せ

く
だ
さ
い
。

◆
今
後
年
金
記
録
を
訂
正
さ
れ
る

方○
記
録
の
訂
正
の
手
続
き
以
外
に

特
別
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。詳

し
く
は
、
徳
島
北
社
会
保
険

事
務
所
、
ま
た
は
年
金
ダ
イ
ヤ
ル

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所

蕁
０
８
８（
６
５
２
）２
８
０
０

年
金
ダ
イ
ヤ
ル

蕁
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

年
金
記
録
の
訂
正
に
よ
る
年
金
の

増
額
分
は
、
時
効
に
よ
り
消
滅
し

た
分
を
含
め
て
、
本
人
ま
た
は
遺

族
の
方
へ
全
額
お
支
払
い
し
ま
す

社
会
保
険
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

５
月
１５
日
、「
吉
野
川
市
の
ご

み
処
理
を
考
え
る
市
民
会
議
」
委

員
が
、
ご
み
処
理
先
進
事
例
地
研

修
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
県

内
の
先
進
事
例
地
と
し
て
上
勝
町

と
徳
島
市
飯
谷
町
に
あ
る
民
間
施

設
を
訪
ね
ま
し
た
。

上
勝
町
は
、「
ご
み
の
３４
分
別
」

と
全
国
で
初
め
て
「
ご
み
ゼ
ロ
宣

言
」
の
町
と
し
て
日
本
だ
け
で
な

く
外
国
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
研
修
会
場
で
は
、
笠
松
町
長

が
環
境
問
題
へ
の
強
い
思
い
を
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

収
集
処
理
の
方
法
を
具
体
案
と
し

て
ま
と
め
る
方
向
で
検
討
し
ま
し

た
。市

民
会
議
で
は
、
市
民
の
理
解

と
協
力
が
得
ら
れ
る
方
策
を
提
言

で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
の
意
見

や
議
論
の
整
理
、
集
約
を
図
り
ま

す
。問

い
合
わ
せ

市
鴨
島
環
境
セ
ン
タ
ー

蕁
濆
５
６
９
７

そ
の
実
践
拠
点
と
な
っ
て
い
る

「
日
比
ヶ
谷
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

で
の
分
別
方
法
と
「
く
る
く
る
シ

ョ
ッ
プ
」
で
の
不
用
品
再
利
用
の

取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
ア
カ

デ
ミ
ー
の
担
当
者
か
ら
説
明
を
受

け
な
が
ら
、
一
連
の
施
設
を
見
学

し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
ご
み
リ
サ

イ
ク
ル
の
可
能
性
を
考
え
る
た
め

に
、
徳
島
市
飯
谷
町
に
あ
る
民
間

の
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
再
生
工
場
の

施
設
と
焼
却
施
設
を
見
学
し
ま
し

た
。こ

の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
生

か
し
、
そ
の
後
に
開
催
し
た
「
ご

み
資
源
化
分
科
会
」（
６
月
２８
日
）

と
「
ご
み
減
量
化
分
科
会
」（
７

月
６
日
）
で
は
、
今
後
の
吉
野
川

市
に
適
し
た
ご
み
の
分
別
排
出
と

ご
み
を
考
え
る
！

吉
野
川
市
の
ご
み
処
理
を
考
え
る

市
民
会
議

ご
み
処
理
先
進
事
例
地
研
修

環境問題について強い思いを語る笠松町長

NPO法人ゼロ・ウェイストアカデミーの担
当者から説明を受ける委員の皆さん

民間の廃プラスチック再生工場と焼却施設
を見学

★
「
廃
食
用
油
」
の
回
収
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
「
古
紙
類
※
」
の
リ
サ
イ
ク

ル
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
！

（「
雑
が
み
」
の
分
別
排
出
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
）

※
新
聞
紙
・
雑
誌
＋
雑
が
み
・

段
ボ
ー
ル
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

運
転
中
　
携
帯
持
つ
手
が
　
事
故
ま
ね
く

近
久
　
勝
成
（
上
浦
小
学
校
六
年
）

地上デジタル放送 
第3回  地上デジタル放送を受信するには地上デジタル放送を受信するには 
地上デジタル放送 
第3回  地上デジタル放送を受信するには 

その2

＆ 

マ
ン
シ
ョ
ン
や
ビ
ル
な
ど
の
共

同
受
信
施
設
は
Ｕ
Ｈ
Ｆ
帯
ま
で
伝

送
で
き
る
施
設
が
多
く
、
す
で
に

Ｕ
Ｈ
Ｆ
帯
の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送

を
伝
送
し
て
い
る
共
同
受
信
施
設

で
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
ま
ま
で

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
も
受
信
で
き

ま
す
が
、
一
部
に
Ｖ
Ｈ
Ｆ
帯
し
か

伝
送
で
き
な
い
施
設
が
あ
り
、
そ

の
よ
う
な
施
設
は
次
の
よ
う
な
改
修
や
機
器
の
調
整
が
必
要
で
す
。

●
部
分
改
修

Ｕ
Ｈ
Ｆ
帯
で
放
送
さ
れ
る
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
Ｖ
Ｈ
Ｆ
帯
の
周
波
数

に
変
換
し
て
伝
送
す
る
方
法
で
す
。
機
器
の
交
換
な
ど
が
最
小
限
と
な
る

た
め
少
な
い
費
用
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
で
き
ま
す
。

●
全
面
改
修

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
そ
の
ま
ま
の
周
波
数
で
伝
送
で
き
る
よ
う
に
改

修
す
る
方
法
で
す
。
部
分
改
修
と
比
べ
て
多
額
の
経
費
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

★
施
設
の
改
修
に
つ
い
て
は
、
管
理
組
合
や
保
守
管
理
業
者
な
ど
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

共
同
受
信
施
設
の
受
信
点
ま
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
の
電
波
が
届
い
て
い
て
も
、
既
存
の
難
視
聴
対
策

共
同
受
信
施
設
は
そ
の
ま
ま
で
は
Ｕ
Ｈ
Ｆ
の
周
波
数

帯
を
伝
送
で
き
な
い
も
の
が
多
く
、
ほ
と
ん
ど
の
場

合
、
何
ら
か
の
改
修
が
必
要
で
す
。
改
修
方
法
と
し

て
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
集
合
住
宅
の
場
合
と
同
じ
で
す
。

★
詳
し
く
は
、
共
同
受
信
施
設
の
所
有
者
、
も
し
く
は
管
理
者
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

共
同
受
信
施
設
で
も
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
で

き
ま
す
か
？

Ａ
次
の
よ
う
な
条
件
を
満

た
す
こ
と
で
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
を
受
信
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

①
共
同
受
信
施
設
の
受
信
点
ま
で

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
電
波
が
届

い
て
い
る
こ
と
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
電
波
が

受
信
で
き
な
い
場
合
は
ア
ン
テ
ナ

の
向
き
を
調
整
し
て
別
の
送
信
所

に
変
更
し
た
り
、
受
信
点
そ
の
も

の
を
移
設
し
た
り
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

②
共
同
受
信
施
設
に
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
に
対
応
し
た
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン

テ
ナ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

お
住
ま
い
の
地
域
の
放
送
チ
ャ

ン
ネ
ル
に
対
応
し
た
ア
ン
テ
ナ
が

必
要
で
す
。

③
共
同
受
信
施
設
の
伝
送
設
備
が

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
伝
送
に
対

応
し
て
い
る
こ
と
。

ヘ
ッ
ド
ア
ン
プ
、
増
幅
器
、
伝

送
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
共
同
受
信
施
設

を
構
成
す
る
機
器
が
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
の
伝
送
に
対
応
し
て
い
な

い
場
合
は
、
機
器
の
追
加
や
交
換

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

Ｑ

地上デジタル放送に関する問い合わせは 

■総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター 
　蕁0570（07）0101（平日9：00～21:00、土・日・祝日9：00～18：00） 

■総務省四国総合通信局（情報通信部放送課） 
　蕁089（936）5080

増 幅 器 BS・CS 
ブースタ 

BSBS・CS CS 
分配機分配機 
BS・CS 
分配機 

BS・CS・UHF混合期 

分 配 機 

テレビ端子端子 テレビ端子 

BS
アンテナ

UHFアンテナ 

地上デジタルテレビ 
放送用チューナ 

増幅器 
（場合によっては 
入出力の調整などが必要） 

マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
集
合
住
宅
の
場
合

難
視
聴
解
消
共
聴
等
の
共
同
受
信
施
設
の
場
合



５
月
に
行

わ
れ
た
「
レ

ッ
ツ
・
ク
リ

ー
ン
環
境
美

化
活
動
」
で

は
、
た
く
さ

ん
の
市
民
の

皆
さ
ん
の
協

力
を
得
て
ポ
イ
捨
て
ご
み
を
収
集

し
、
美
し
い
ま
ち
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
せ
っ
か
く
美
し
く
な

っ
た
道
ば
た
に
、
も
う
ポ
イ
捨
て

さ
れ
た
ご
み
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
一
体
だ
れ
が
捨
て
た

の
で
し
ょ
う
か
。

問
い
合
わ
せ

市
環
境
衛
生
課

蕁
澤
２
２
３
０

美
し
い
環
境
を
維
持
す
る
た
め

に
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
「
ポ

イ
捨
て
は
絶
対
し
な
い
！
」
と
い

う
心
が
け
が
必
要
で
す
。

ポ
イ
捨
て
を
す
る
人
は
、「
ご

み
箱
を
探
す
の
が
面
倒
」「
持
っ

て
帰
る
と
家
で
ご
み
が
増
え
る
」

な
ど
と
思
っ
て
捨
て
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。「
自
分
だ
け
よ
け
れ

ば
い
い
」
と
考
え
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。

愛
煙
家
の
皆
さ
ん
、
た
ば
こ
の

マ
ナ
ー
、
守
っ
て
い
ま
す
か
？

あ
な
た
は
歩
き
な
が
ら
路
上
で

た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

そ
し
て
吸
い
殻
を
ポ
イ
捨
て
し
て

い
ま
せ
ん
か
？

火
が
つ
い
た
ま
ま
捨
て
る
と
、

火
事
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
ポ
イ
捨
て
し
た
吸
い

殻
が
雨
で
溶
け
て
な
く
な
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
が
捨
て

た
吸
い
殻
を
だ
れ
か
が
拾
っ
て
後

始
末
を
し
て
く
れ
て
い
る
の
で

す
。
携
帯
灰
皿
を
常

備
し
、
吸
い
殻
は
自

身
で
始
末
し
て
く
だ

さ
い
。

美
し
い
花
壇
や
、
お
店
が
立
ち

並
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
ご
み
を
見

つ
け
る
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ

ん
。
た
く
さ
ん
ポ
イ
捨
て
さ
れ
て

い
る
の
は
、
草
む
ら
の
中
、
竹
林

の
中
、
川
岸
な
ど
人
目
に
付
き
に

く
い
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
少
し
山
中
に
入
っ
た
と

こ
ろ
な
ど
、
人
が
あ
ま
り
い
か
な

い
と
こ
ろ
に
は
た
く
さ
ん
の
ご
み

が
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
る
状
態
を

見
た
こ
と
が
あ
る
方
は
多
い
こ
と

と
思
い
ま
す
。

空
き
缶
１
本
を
道
ば
た
に
捨
て

た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
不
法
投
棄

で
す
。
量
の
問
題
で
は
な
く
、

「
捨
て
る
」
と
い
う
行
為
そ
の
も

の
が
問
題
な
の
で
す
。

2007年（平成19年）8月8日
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運
転
中
　
考
え
ご
と
は
　
事
故
の
も
と

有
持
　
絵
梨
花
（
牛
島
小
学
校
六
年
）

あなたが捨てた 
ゴミを 
拾う人がいる 

そ
れ
で
も
あ
な
た
は 

ご
み
を
ポ
イ
捨
て 

で
き
ま
す
か
？ 

見
え
な
い
と
こ
ろ
な
ら
捨
て
て

も
い
い
の
で
す
か
？

危
険
な
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
！

一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
で
ポ
イ
捨

て
ご
み
の
な
い
美
し
い
ま
ち
に

吉
野
川
市
『
ポ
イ
捨
て
防
止

に
関
す
る
条
例
』

吉
野
川
市
『
ポ
イ
捨
て
防
止
に

関
す
る
条
例
』
っ
て
？

こ
の
条
例
は
、
ポ
イ
捨
て
に

よ
る
「
空
き
缶
等
」
お
よ
び

「
吸
い
殻
等
」
の
散
乱
な
ら
び

に
「
落
書
き
」
を
防
止
す
る
こ

と
で
、
快
適
な
生
活
環
境
の
保

全
と
環
境
美
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●「
空
き
缶
等
」

空
き
缶
、
空
き
瓶
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
容
器
、
そ
の
他
飲
料
の

容
器
類

●
吸
い
殻
等

た
ば
こ
の
吸
い
殻
、
チ
ュ
ー

イ
ン
ガ
ム
の
か
み
か
す
、
紙
く

ず
、
そ
の
他
散
乱
性
の
高
い
不

要
物

●「
落
書
き
」

公
共
施
設
に
ペ
イ
ン
ト
、墨
、

油
性
ペ
ン
に
よ
る
汚
損

投
棄
の
禁
止

空
き
缶
等
お
よ
び
吸
い
殻
等

を
公
共
の
場
所
や
他
人
の
土
地

に
捨
て
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。空
き
缶
や
吸
い
殻
は
、

回
収
容
器
、
吸
い
殻
入
れ
等
に

収
納
す
る
か
、
家
に
持
ち
帰
る

な
ど
し
て
適
正
に
処
理
し
て
く

だ
さ
い
。

回
収
容
器
の
設
置

自
動
販
売
機
等
に
よ
り
飲
食

料
品
を
販
売
す
る
事
業
者
は
、

そ
の
販
売
に
よ
っ
て
生
じ
る
空

き
缶
等
が
投
棄
さ
れ
な
い
よ
う

に
回
収
容
器
を
設
置
し
、
管
理

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

きれいな心できれいな心で 
きれいなまちをきれいなまちを 
作っていきましょう作っていきましょう 

きれいな心できれいな心で 
きれいなまちをきれいなまちを 
作っていきましょう作っていきましょう 

きれいな心で 
きれいなまちを 
作っていきましょう 



７
月
１５
日
、
吉
野
川
市
ア
メ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
で
第
２２
回
国
民
文
化

祭
・
と
く
し
ま
２
０
０
７
の
本
番
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
「
ジ
ャ
ズ
と
邦
楽
コ

ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
、
市
内
の

ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
を
含
め
６
組
が
競
演

し
ま
し
た
。

県
立
川
島
中
学
校
・
高
等
学
校
音

楽
部
の
吹
奏
楽
の
演
奏
、
徳
島
邦
楽

集
団
と
市
内
の
小
学
生
や
一
般
公
募

の
出
演
者
と
と
も
に
、
国
民
文
化
祭

の
た
め
に
作
曲
さ
れ
た
「
ホ
タ
ル
の

歌
」
を
箏こ

と

や
尺
八
を
中
心
に
演
奏
し

ま
し
た
。

ま
た
、
美
郷
の
自
然
や
ホ
タ
ル
と

子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を
「
ホ

タ
ル
の
歌
」
と
し
て
執
筆
し
た
、
国

民
文
化
祭
徳
島
県
企
画
委
員
長
の
原

田
一
美
さ
ん
（
児
童
文
学
作
家
・
山

川
町
川
東
在
住
）
の
講
演
も
あ
り
ま

し
た
。

邦
楽
の
流
れ
る
よ
う
な
音
色
と
、

力
強
く
音
を
響
か
せ
た
ジ
ャ
ズ
バ
ン

ド
の
演
奏
に
、
約
４
０
０
人
の
聴
衆

は
満
喫
し
、
会
場
か
ら
は
た
く
さ
ん

の
拍
手
が
送
ら
れ
、

本
番
の
「
お

ど
る
国
文
祭
」
に
期
待
を
ふ
く
ら
ま

せ
ま
し
た
。

吉
野
川
ジ
ャ
ズ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

〈
サ
ブ
テ
ー
マ
〉
流
れ
出
す
リ
ズ
ム
・

サ
ウ
ン
ド
・
ハ
ー
ト
〜
あ
ふ
れ
ろ
！

in
よ
し
の
が
わ

と
き

１１
月
４
日
豸

正
午
〜
午
後
７
時
４０
分

と
こ
ろ

吉
野
川
市
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
山
川
町
翁
喜
台
９５
番
地
１
）

入
場
料

無
料

〜
主
な
内
容
〜

①
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
ア
マ
チ
ュ
ア
ジ

ャ
ズ
バ
ン
ド
に
よ
る
競
演
を
行
い
ま

す
。

②
ゲ
ス
ト
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
招
へ
い

し
、
鑑
賞
の
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
ア
マ
チ
ュ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と

の
交
流
を
図
り
ま
す
。

③
地
元
の
伝
説
を
題
材
に
創
作
ジ
ャ
ズ

オ
ペ
ラ
「
つ
つ
じ
姫
」
を
上
演
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
国
民
文
化
祭
推
進
係蕁

澤
２
２
３
６
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夕
暮
れ
時
　
車
は
ぼ
く
に
　
気
付
か
な
い

後
藤
田
　
将
道
（
森
山
小
学
校
六
年
）

き 

と 

ご 
で 
き 

ご 

と 
で 

ジャズと邦楽コンサート（国民文化祭プレイベント）開催

県立川島中学校・高等学校音楽部

鴨島ウインドアンサンブル

オールウェイズジャズオーケストラ

ホタルについて熱く語る原
田一美さん

市民の方による和楽器の演奏ソルティドッグ カマンベール

徳島邦楽集団と共演した市内小学生

本番が楽しみ！



６
月
１４
日
、
東
京
で
開
催
さ
れ

た
全
国
市
区
選
挙
管
理
委
員
会
連

合
会
総
会
で
、
吉
野
川
市
の
選
挙

管
理
委
員
会
委
員
４
人
が
会
長
表

彰
の
栄
誉
に
輝
き
市
長
か
ら
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

永
年
勤
続
表
彰

委
員
長
　
　
　
　
　
　
砂
田
政
美

委
員
長
職
務
代
理
者
　
森
本
武
敏

委
員
　
　
　
　
　
　
　
梯
　
恒
夫

委
員
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
松
山

６
月
３０
日
、
Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
中
央
通
り
で
、
鴨
島
町
出
身
の

曽
我
廼
家
五
九
郎
の
至
芸
を
た
た
え
る
五
九
郎
ま
つ
り
が
開
か

れ
ま
し
た
。

歩
行
者
天
国
と
な
っ
た
通
り
に
は
、
た
く
さ
ん
の
夜
店
が
並

び
、
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

鴨
島
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
の
パ
レ
ー
ド
で
ス
タ
ー
ト
し
た
ま

つ
り
で
は
、
交
通
安
全
母
の
会
の
交
通
安
全
お
ど
り
や
五
九
郎

さ
ん
そ
っ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
、
牛
島
雲
龍
組
の
た
た
ら
の
披
露

な
ど
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

７
月
２
日
、
山
川
町
の
バ
ン
ブ
ー
パ

ー
ク
で
、
吉
野
川
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
に
よ
る
高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
雨
の
中
、
市
内
の
６０
歳
以
上
の

方
１
７
９
人
が
参
加
し
、
ナ
イ
ス
シ

ョ
ッ
ト
が
出
る
た
び
に
歓
声
を
上
げ

た
り
、
互
い
に
声
を
掛
け
合
っ
た
り

し
て
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

優
　
勝

阿
部
洋
太
郎
さ
ん

準
優
勝

後
藤
田
秀
一
さ
ん

第
三
位

坂
井
　
博
見
さ
ん

2007年（平成19年）8月8日
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目
と
心
　
信
号
確
認
　
忘
れ
ず
に

小
林
　
里
佳
（
鴨
島
小
学
校
六
年
）

川
島
万
葉
植
物
園
に
あ
る
ア
カ

メ
ガ
シ
ワ
は
、
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
科

の
落
葉
高
木
で
す
。
春
の
終
わ
り

に
黄
色
の
花
を
咲
か
せ
、
秋
に
は

黒
く
て
光
沢
の
あ
る
種
子
が
顔
を

出
し
ま
す
。

『
ぬ
ば
た
ま
の
　
夜
の
更
け
ゆ

け
ば
　
久ひ
さ

木ぎ

生お

ふ
る
　
清
き
川
原

に
　
千
鳥
し
ば
鳴
く
』（
山
部
赤

人
）

と
書
か
れ
た
歌
碑
が
添
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

「
夜
が
更
け
て
い
く
と
、
ア
カ

メ
ガ
シ
ワ
の
生
い
茂
る
清
ら
か
な

河
原
で
千
鳥
が
し
き
り
に
鳴
く
」

と
い
う
意
味
で
す
。

川
島
万
葉
植
物
園

ア
カ
メ
ガ
シ
ワ

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
科〈表紙写真〉

前列左から梯さん、森本さん、砂田さん、阿部さん

五
九
郎
ま
つ
り

高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

左から坂井さん、阿部さん、後藤田さん

五九郎さんの服装で五九郎おどり

五九郎太鼓保存会による五九郎太鼓の演奏

曽そ

我が

廼の

家や

五ご

九く

郎ろ
う

（
本
名

武
智
故
平
）

明
治
９
年
、
鴨
島
町
生
ま
れ
。
喜
劇
役
者
。
大
正
末
期
、
映

画
「
ノ
ン
キ
ナ
ト
ウ
サ
ン
」
の
主
役
と
な
り
、
脚
光
を
あ
び
る
。

そ
の
風
ぼ
う
や
服
装
、
芸
風
が
愛
さ
れ
た
。

日
本
演
芸
史
上
に
小
さ
な
体
格
で
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
、

と
言
わ
れ
て
い
る
。

選
挙
管
理
委
員
会
連
合

会
会
長
表
彰



平
成
１９
年
度
財
団
法
人
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
の
宝
く
じ
助
成
事
業
で
、
伝
統

芸
能
用
備
品
と
し
て
３
種
類
の
太
鼓
と

か
ね
を
購
入
し
ま
し
た
。

今
後
、
吉
野
川
市
の
各
種
行
事
で
市

民
の
皆
さ
ん
に
披
露
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

７
月
５
日
、
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、

『
第
３
回
健
康
吉
野
川
２１
計
画
策
定
委
員
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
吉
野
川
市
の
地
域
特
性
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
ご
と
に
、
国
・
県
の
実
態
と
市
の
実
態
を
比
較
し
ま
し
た
。

徳
島
県
は
、
糖
尿
病
死
亡
率
１４
年
連
続
ワ
ー
ス
ト
１
が
続
い
て

い
ま
す
。
吉
野
川
市
で
も
、
運
動
習
慣
の
な
い
若
年
層
の
割
合
が

国
・
県
よ
り
高
く
、
ま
た
幼
児
期
以
降
の
す
べ
て
の
年
代
で
肥
満

が
多
い
た
め
に
、
生
活
習
慣
病
（
糖
尿
病
な
ど
）
を
引
き
起
こ
し

て
い
る
実
態
が
あ
り
ま
す
。

委
員
か
ら
、
万
歩
計
の
活
用
な
ど
、
運
動
習
慣
の
き
っ
か
け
づ

く
り
に
つ
い
て
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
吉
野
川
市
と
し
て
優
先
し
て
取
り
組
む
べ
き
健
康
課

題
に
つ
い
て
、
整
理
し
な
が
ら
目
標
値
や
取
り
組
み
の
方
向
性
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

2007年（平成19年）8月8日
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

自
転
車
も
　
乗
り
方
し
だ
い
で
　
加
害
者
に

白
木
　
伸
幸
（
飯
尾
敷
地
小
学
校
六
年
）

地
元
の
人
権
教
育
啓
発
講
師
団

が
人
権
問
題
解
決
の
た
め
、
各
地

で
研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

講
師
団
紹
介
澤

講
演
テ
ー
マ

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
心
」

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

鴨
島
町
在
住
。
市
職
員
。

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
の
よ
う
に
情

報
が
あ
ふ
れ
る
現
代
社
会
。
足
元

に
絡
み
つ
く
興
味
本
位
の
メ
ー
ル

社
会
。
瞬
時
に
世
界
と
つ
な
が
っ

て
し
ま
う
ネ
ッ
ト
社
会
。
ネ
ッ
ト

上
の
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
テ
ン
ツ
の

中
で
、
匿
名
と
仮
想
の
世
界
が
広

が
り
、
平
気
で
人
格
を
攻
撃
す
る

も
の
も
現
れ
た
。

「
し
あ
わ
せ
た
ず
ね
て
、
わ
た

し
は
ゆ
き
た
い
。
便
利
に
な
っ
た

反
面
、
自
分
自
身
の
心
を
見
失
わ

な
い
で
。
謎
め
く
霧
は
晴
れ
て
い

き
ま
す
」
炎
と
燃
え
さ
か
る
こ
の

思
い
と
優
し
さ
を
パ
ッ
ク
に
込
め

て
、
た
か
ら
も
の
お
届
け
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
人
権
課

蕁
澤
２
２
２
９

講
師
団
活
躍
中

傑
怪

青
あお

木
き

優
ゆう

子
こ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

伝
統
芸
能
用
備
品
を
購
入

第
３
回
『
健
康
吉
野
川
２１
計
画
策
定
委
員
会
』
を
開
催

７
月
１０
日
、
市
役
所
で
、
吉
野
川
市

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

こ
の
委
員
会
は
、
今
年
４
月
か
ら
施

行
さ
れ
て
い
る
「
吉
野
川
市
男
女
共
同

参
画
推
進
条
例
」
に
基
づ
い
て
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

市
長
が
委
員
の
方
々
に
委
嘱
状
を
交

付
し
た
後
、
今
年
度
中
に
策
定
す
る
吉

野
川
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
に
つ
い
て
協
議
し
、
委
員
の
皆
さ
ん
か

ら
た
く
さ
ん
の
意
見
等
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
出
さ
れ
た
意
見
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
具
体
的
な
取
り
組
み

を
検
討
し
、
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
を
開
催

スター真ちゅうかね
左後ろから、平太鼓、附

ふ

締
しめ

太鼓、大
おお

鼓
かわ

委員会の様子

推
進
委
員
名
簿（
敬
称
略
） 

（
委
員
は
５０
音
順
） 

会

長

 

副
会
長
 

委

員

 

〃
 

〃
 

〃
 

〃
 

〃
 

〃
 

〃
 

〃
 

〃
 

南
　
　
育
広
 

佐
藤
　
純
子
 

明
石
　
光
子
 

犬
伏
　
正
春
 

小
林
　
由
美
 

多
田
　
　
昇
 

飛
梅
　
輝
子
 

長
尾
　
公
子
 

野
田
　
　
賢
 

福
岡
　
秀
治
 

元
村
　
利
治
 

山
下
留
理
子
 

市長から委嘱状を受ける委員



今
年
４
月
か
ら
、
７０
歳
未
満
の

方
が
入
院
し
た
と
き
に
、
窓
口
支

払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と

な
る
限
度
額
適
用
（
標
準
負
担
額
）

認
定
証
が
交
付
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。該
当
す
る
方
は
、更
新

申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

該
当
要
件

吉
野
川
市
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
て
、
現
在
国

民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
な
く
、

入
院
中
、
ま
た
は
入
院
の
予
定
が

あ
る
方

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、

過
去
１
年
以
内
の
入
院
が
９０
日
を

超
え
る
場
合
に
は
、
さ
ら
に
食
事

代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

申
請
期
間

随
時
（
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
）

た
だ
し
、
申
請
し
た
月
の
初
日

か
ら
の
該
当
と
な
る
た
め
、
入
院

し
た
月
と
申
請
し
た
月
が
違
わ
な

い
よ
う
に
、気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

認
定
証
を
使
用
し
な
か
っ
た
月

の
医
療
費
は
、
高
額
医
療
費
の
払

ち
と
一
緒
に
あ
そ
び
ま
し
ょ
う
。

対
象

３
歳
未
満
の
在
宅
で
保
育

さ
れ
て
い
る
お
子
さ
ん
と
そ
の
保

護
者

と
き

毎
月
第
１
・
第
３
水
曜
日

午
前
９
時
３０
分
〜
１０
時
３０
分

毎
月
第
１
水

曜
日
は
、
園
開

放
（
園
庭
や
保

育
室
を
開
放
し

ま
す
）
、
第
３

水
曜
日
は
、
室

内
で
の
い
ろ
い

ろ
な
あ
そ
び
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ

鴨
島
ひ
か
り
乳
幼
児
保

育
園
　
吉
野
川
市
鴨
島
町
喜
来
３

２
３

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

鴨
島
ひ
か
り
乳
幼
児
保
育
園

蕁
濆
１
２
８
２

８
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税

（
第
２
期
）
の
納
付
月
で
す
。
納

め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

納
期
限
　
　
　
８
月
３１
日
貊

問
い
合
わ
せ

市
税
務
課

蕁
澤
２
２
１
５

８
月
は
食
品
衛
生
月
間
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
腸
炎
ビ
ブ

リ
オ
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
な
ど
の
食
中

毒
菌
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

家
庭
で
の
食
品
の
保
存
や
調
理
に

は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

食
中
毒
を
予
防
す
る
に
は

①
食
中
毒
菌
を
つ
け
な
い

・
手
を
よ
く
洗
う

・
調
理
場
を
清
潔
に
す
る

②
食
中
毒
菌
を
増
や
さ
な
い

・
食
品
を
冷
蔵
庫
に
保
存
す
る

・
調
理
し
た
も
の
は
す
ぐ
に
食
べ
る

③
食
中
毒
菌
を
殺
す

・
加
熱
調
理
す
る
も
の
は
、
十
分

に
加
熱
す
る

・
器
具
類
を
よ
く
洗
い
、
消
毒
す

る食
中
毒
か
な
と
思
っ
た
ら

・
す
ぐ
に
医
者
の
診
断
を
受
け
る

・
自
己
判
断
で
胃
腸
薬
や
下
痢
止

め
を
飲
ま
な
い

・
周
り
に
う
つ
さ
な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
る

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
保
健
所
　
食
品
係

蕁
濆
１
１
１
４

保
育
園
の
お
友
達
や
保
育
士
た

提
出
場
所

子
育
て
支
援
課
（
川

島
庁
舎
１
階
）

持
参
物

◆
印
鑑
（
ゴ
ム
印
・
ス
タ
ン
プ
印

以
外
）

◆
児
童
扶
養
手
当
証
書
（
平
成
１８

年
度
受
給
対
象
者
の
方
）

※
そ
の
他
添
付
書
類
等
は
受
給
者

の
状
況
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
７
月
中
に
受

給
者
宅
に
送
付
し
た
『
児
童
扶
養

手
当
現
況
届
の
提
出
に
つ
い
て

（
案
内
）』
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
子
育
て
支
援
課
　
児
童
母
子
福

祉
係

蕁
澪
６
６
１
４

木
造
住
宅
耐
震
化
事
業
の
一
環

と
し
て
、
平
成
１９
年
３
月
２５
日
に

発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
を
う

け
、
被
災
地
で
撮
影
し
た
写
真
な

ど
、
阪
神
淡
路
、
新
潟
中
越
地
震

の
写
真
も
加
え
た
パ
ネ
ル
を
展
示

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

展
示
期
間

８
月
２１
日
貂
〜
３０
日

貅展
示
場
所

市
役
所
１
階
市
民
ホ

ー
ル問

い
合
わ
せ

市
都
市
計
画
住
宅
課
　
建
築
営
繕

係

蕁
澤
２
２
２
５

い
戻
し
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く

よ
う
に
な
り
ま
す
。

申
請
場
所

国
保
年
金
課
（
市
役

所
１
階
）、
ま
た
は
支
所
地
域
課

（
川
島
・
山
川
・
美
郷
）

申
請
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑

②
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
過
去
１

年
以
内
に
９０
日
を
超
え
て
入
院
し

て
い
る
方
は
、
そ
の
期
間
分
の
領

収
書
ま
た
は
請
求
書

問
い
合
わ
せ

市
国
保
年
金
課
　
国
民
健
康
保
険

係

蕁
澤
２
２
１
３

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
け

て
い
る
方
は
、
受
給
者
本
人
が
８

月
中
に
「
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
」

を
子
育
て
支
援
課
窓
口
へ
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
８
月
中

に
提
出
が
な
い
と
８
月
以
降
の
手

当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
期
間
中
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

８
月
３１
日
貊
ま
で

（
土
・
日
を
除
く
）
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

ヘ
ル
メ
ッ
ト

「
カ
チ
ッ
」
と
な
ら
な
き
ゃ
　
意
味
が
な
い

菅
生
　
あ
ゆ
み
（
西
麻
植
小
学
校
六
年
）

情
報
ひ
ろ
ば 

お
知
ら
せ

国
保
限
度
額
適
用
認
定
証

の
更
新
申
請

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の

提
出

震
災
地
の
パ
ネ
ル
展
の
開
催

家
庭
で
の
食
中
毒
予
防

保
育
園
に
あ
そ
び
に
き
ま

せ
ん
か

８
月
は
国
民
健
康
保
険
税

の
納
付
月

犬のふんは持ち帰りましょう。飼い主としてのマナーを守りましょう。



○
家
屋
（
居
宅
・
倉
庫
・
車
庫
な

ど
）
を
新
・
増
築
さ
れ
た
方

固
定
資
産
税
に
か
か
る
家
屋
調

査
を
実
施
し
ま
す
。
ご
都
合
の
よ

い
日
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
家
屋
を
取
り
こ
わ
し
さ
れ
た
方

税
務
課
（
市
役
所
１
階
）、
ま

た
は
支
所
地
域
課
（
川
島
・
山

川
・
美
郷
）
に
備
え
付
け
の
「
家

屋
取
り
こ
わ
し
申
告
書
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
書
の
提
出

が
な
い
場
合
は

翌
年
も
課
税
さ

れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
登
記

家
屋
を
滅
失
登

記
さ
れ
た
方
は

こ
の
限
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

○
家
屋
（
居
宅
の
み
）
を
一
定
の

要
件
を
満
た
す
耐
震
改
修
工
事
を

行
っ
た
方

要
件
を
満
た
し
た
場
合
、
翌
年

度
の
税
額
が
１
２
０
裃
を
限
度
に

３
年
間
１
／
２
に
減
額
さ
れ
ま

す
。
工
事
完
了
後
３
か
月
以
内
に
、

税
務
課
に
備
え
付
け
の
「
耐
震
基

準
適
合
住
宅
に
対
す
る
固
定
資
産

市
総
務
課

蕁
澤
２
２
３
１

※
採
用
試
験
の
案
内
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.c
ity.yo

sh
in
o
g
a

w
a.lg
.jp
/

吉
野
川
市
で
は
、
平
成
２０
年
４

月
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

す
る
予
定
の
『
養
護
老
人
ホ
ー
ム

芳
越
荘
』
に
つ
い
て
、
指
定
管
理

者
の
候
補
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

応
募
資
格

吉
野
川
市
内
に
事
業

所
を
置
く
、
社
会
福
祉
法
第
２２
条

に
規
定
す
る
社
会
福
祉
法
人

指
定
管
理
期
間

平
成
２０
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
２５
年
３
月
３１
日
ま

で
（
５
年
間
）

応
募
期
間

９
月
３
日
豺
〜
２８
日

貊応
募
方
法

当
施
設
に
備
え
て
あ

る
募
集
要
項
に
定
め
る
応
募
書
類

を
提
出

※
応
募
説
明
会
と
施
設
見
学
会

を
、
８
月
２９
日
貉
に
予
定
し
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
養
護
老
人
ホ
ー
ム
芳
越
荘

蕁
瀚
２
３
１
７

問
い
合
わ
せ

市
税
務
課
　
資
産
税
係

蕁
澤
２
２
１
５

採
用
予
定
職
種
お
よ
び
受
験
資
格

◆
保
育
士
（
中
級
）
昭
和
５８
年
４

月
２
日
（
２４
歳
）
〜
昭
和
６３
年
４

月
１
日
（
２０
歳
）
生
ま
れ
の
方
で
、

保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
方
、
ま

た
は
平
成
２０
年
３
月
３１
日
ま
で
に

当
該
資
格
を
取
得
で
き
る
見
込
み

の
方
。

◆
幼
稚
園
教
諭
（
中
級
）
昭
和
５８

年
４
月
２
日
（
２４
歳
）
〜
昭
和
６３

年
４
月
１
日
（
２０
歳
）
生
ま
れ
の

方
で
、
幼
稚
園
教
諭
の
資
格
を
有

す
る
方
、
ま
た
は
平
成
２０
年
３
月

３１
日
ま
で
に
当
該
資
格
を
取
得
で

き
る
見
込
み
の
方
。

採
用
予
定
人
員

●
保
育
士
（
中
級
）

１
人
程
度

●
幼
稚
園
教
諭
（
中
級
）

１
人

程
度

第
一
次
試
験
日

９
月
１６
日
豸

申
込
受
付
期
間

８
月
１７
日
貊
ま
で

申
込
書
請
求
・
問
い
合
わ
せ

く
自
己
負
担
金
が
３０
万
円
以
上
の

も
の
（
新
築
住
宅
特
例
や
耐
震
改

修
特
例
の
対
象
年
度
は
、
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
）

①
廊
下
の
拡
幅
②
階
段
の
こ
う
配

の
緩
和
③
浴
槽
の
改
良
④
ト
イ
レ

の
改
良
⑤
手
す
り
の
取
り
付
け
⑥

床
の
段
差
改
修
⑦
引
き
戸
へ
の
取

り
替
え
⑧
床
表
面
の
滑
り
止
め
化

○
減
額
申
請
手
続
き

減
額
を
申
請
す
る
方
は
、
次
の

関
係
書
類
を
添
え
て
改
修
工
事
後

３
か
月
以
内
に
所
定
の
申
告
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
税
務
課
資

産
税
係
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
後
日
、
工
事
内
容
等
を
書
類
で
確

認
し
現
地
調
査
を
実
施
し
ま
す
）

①
工
事
明
細
書
の
写
し
②
領
収
書

の
写
し
③
写
真
（
改
修
前
・
後
）

④
平
面
図
（
工
事
内
容
を
示
す
書

類
は
、
建
築
士
・
登
録
住
宅
性
能

評
価
機
関
等
に
よ
る
証
明
で
代
替

可
）
⑤
補
助
金
な
ど
の
支
給
お
よ

び
交
付
決
定
通
知
書
の
写
し
⑥
要

介
護
、
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い

る
方
、
障
害
者
の
方
が
居
住
し
て

い
る
場
合
は
各
種
手
帳
の
写
し

税
減
額
申
請
書
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

○
未
登
記
家
屋
を
売
買
・
贈
与
等

に
よ
り
所
有
者
変
更
さ
れ
た
方

税
務
課
備
え
付
け
の
「
納
税
義

務
者
変
更
願
」
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
同
一
敷
地
内
に
登
記
家
屋

と
未
登
記
家
屋
が
存
在
し
、
売
買

等
に
よ
り
登
記
家
屋
の
所
有
権
移

転
登
記
を
さ
れ
て
も
未
登
記
家
屋

は
課
税
台
帳
上
の
所
有
権
移
転
の

手
続
き
が
で
き
ま
せ
ん
。
納
税
義

務
者
が
旧
所
有
者
の
ま
ま
翌
年
度

も
課
税
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
の

で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
１９
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

２２
年
３
月
３１
日
ま
で
の
間
、
一
定

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
が
行
わ
れ

た
住
宅
に
つ
い
て
、
翌
年
度
分
の

税
額
を
１
／
３
減
額
（
１
０
０
裃

を
限
度
）
し
ま
す
。

○
減
額
要
件

次
の
い
ず
れ
か
の
方
が
居
住
す

る
住
宅
（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）

①
６５
歳
以
上
の
方
②
要
介
護
認
定

ま
た
は
要
支
援
の
認
定
を
受
け
て

い
る
方
③
障
害
者

○
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
要
件

次
の
工
事
で
、
補
助
金
等
を
除

2007年（平成19年）8月8日
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

ヘ
ル
メ
ッ
ト
　
自
分
の
命
の
　
ボ
デ
ィ
ー
ガ
ー
ド

板
東
　
芳
朗
（
知
恵
島
小
学
校
六
年
）

固
定
資
産
税
（
家
屋
）
に

関
す
る
お
知
ら
せ

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に
伴

う
固
定
資
産
税
を
減
額
し
ま
す

募
集

平
成
１９
年
度
吉
野
川
市
職

員
採
用
試
験

養
護
老
人
ホ
ー
ム
芳
越
荘

指
定
管
理
者
募
集



紙
す
き
体
験
や
美
郷
ほ
た
る
館

の
見
学
な
ど
を
行
う
ツ
ア
ー
で

す
。
清
流
の
里
、
吉
野
川
市
の
魅

力
を
再
発
見
し
ま
せ
ん
か
。

と
き

１０
月
２８
日
豸

午
前
８
時
３０
分
　
集
合

午
前
９
時
　
出
発

※
午
後
０
時
４５
分
ご
ろ
帰
着
予
定

で
す
。

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
集
合

行
程

鴨
島
公
民
館
蝸
阿
波
和
紙

伝
統
産
業
会
館
蝸
美
郷
物
産
館
蝸

美
郷
ほ
た
る
館
蝸
美
郷
ヘ
ル
ス
ラ

ン
ド
（
昼
食
）
蝸
堀
割
峠
蝸
鴨
島

公
民
館
（
予
定
）

参
加
費

無
料

昼
食
代

１
０
０
０
円

定
員

２７
人

申
込
方
法

①
バ
ス
ツ
ア
ー
参
加

希
望
②
郵
便
番
号
・
住
所
③
氏
名

④
連
絡
先
電
話
番
号
を
記
入
し
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
は
が
き
で
市
実
行

委
員
会
事
務
局
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

野
川
警
察
署
に
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間

８
月
３１
日
貊
ま
で

【
警
察
官
Ｂ
】

昭
和
５２
年
４
月
２
日
か
ら
、
平

成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
（
４
年
生
大
学
等
を
卒
業
し

た
方
、
ま
た
は
平
成
２０
年
３
月
３１

日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方
を
除

く
）問

い
合
わ
せ

吉
野
川
警
察
署

蕁
澪
６
１
１
０

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
相

談
が
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
水

明
荘
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
入
所
さ

れ
て
い
る
方
お
よ
び
職
員
の
方
を

対
象
と
す
る
ほ
か
、
一
般
の
方
の

相
談
も
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ

ま
す
。

と
き

８
月
２０
日
豺

午
前
１０
時
〜
正
午

と
こ
ろ

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

水
明
荘
（
川
島
町
川
島
１
０
６
）

問
い
合
わ
せ

徳
島
地
方
法
務
局
吉
野
川
支
局

蕁
澪
２
４
０
０

で
は
、
地
域
の
文
化
振
興
を
目
的

と
し
、
１１
月
１６
日
貊
〜
１８
日
豸
ま

で
の
３
日
間
、
川
島
体
育
館
等
で

吉
野
川
市
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
た
い
、
自
分
た
ち
の
作
品
を
皆

さ
ん
に
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
団
体
は
、
ぜ
ひ
文
化
祭
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

《
作
品
展
示
の
部
》

○
募
集
内
容

生
け
花
、
陶
芸
、

写
真
、
手
芸
、
絵
画
、
書
道
な
ど

※
作
品
の
サ
イ
ズ
は
、
２０
号
（
７２

袍
×
６０
袍
）
程
度
と
し
ま
す
。

○
展
示
場
所

川
島
体
育
館

《
演
芸
の
部
》

○
募
集
内
容

日
舞
、
三
味
線
、

民
謡
、
大
正
琴
、
コ
ー
ラ
ス
、
カ

ラ
オ
ケ
な
ど

○
発
表
場
所

鴨
島
公
民
館
お
よ

び
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

募
集
期
間

作
品
展
示
の
部
、
演

芸
の
部
と
も
に
９
月
１０
日
豺
ま
で

◆
申
込
先

生
涯
学
習
課
（
山
川
庁
舎
１
階
）、

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
、
鴨
島
公
民

館
、
山
川
公
民
館

問
い
合
わ
せ

市
生
涯
学
習
課

蕁
瀚
４
１
１
５

試
験
案
内
・
受
験
申
込
書
は
吉

を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格

市
内
に
住
む
１８
歳
以

上
の
方

募
集
人
数

１０
人
程
度

活
動
内
容

３
か
月
に
一
度
、
ア

ン
ケ
ー
ト
形
式
で
『
広
報
よ
し
の

が
わ
』
に
つ
い
て
、
意
見
や
提
言

を
い
た
だ
き
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
期
間

９
月
１
日
〜
平

成
２０
年
８
月
３１
日
（
１
年
間
）

申
込
方
法

は
が
き
に
、
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、
秘
書
企
画
課
『
広
報
モ
ニ

タ
ー
係
』
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け

ま
す
。

※
こ
れ
ま
で
に
モ
ニ
タ
ー
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
た
方
も
応
募
で
き

ま
す
。

申
込
期
限

８
月
３１
日
貊

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

〒
７
７
６
―
８
６
１
１

吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
１
１
５
番

地
１
　
吉
野
川
市
秘
書
企
画
課

「
広
報
モ
ニ
タ
ー
係
」

蕁
澤
２
２
２
１

Ｅ
メ
ー
ル

kikaku@
city.yoshinogaw

a.lg.jp

吉
野
川
市
文
化
祭
実
行
委
員
会

申
込
締
切

９
月
２８
日
貊

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。
当
選
者
に
は
参
加

証
を
お
送
り
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

〒
７
７
６
―
８
６
１
１

吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
１
１
５
番

地
１
　
第
２２
回
国
民
文
化
祭
吉
野

川
市
実
行
委
員
会
事
務
局

蕁
澤
２
２
３
６
蕭
澤
２
２
４
６

広
報
誌
づ
く
り
に
あ
な
た
の
力

を
お
貸
し
く
だ
さ
い

「
広
報
よ
し
の
が
わ
」
を
よ
り

良
い
広
報
誌
に
す
る
た
め
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
提
案
を

い
た
だ
く
『
広
報
モ
ニ
タ
ー
』
を

募
集
し
ま
す
。

分
か
り
や
す
く
親
し
ま
れ
る
広

報
、
内
容
が
一
層
充
実
し
た
広
報

に
す
る
た
め
に
、
あ
な
た
の
力

2007年（平成19年）8月8日
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

気
を
つ
け
て
　
家
を
出
て
か
ら
　
帰
る
ま
で

真
鍋
　
駿
人
（
川
島
小
学
校
三
年
）

ごみ出しは決められた場所に決められた時間までに！

広
報
モ
ニ
タ
ー
募
集
！

平
成
１９
年
度
吉
野
川
市
文

化
祭
出
展
・
出
演
者
募
集

警
察
官
募
集
中

相
談

社
会
福
祉
施
設
の
特
設

人
権
相
談

清流の里めぐりバス
ツアー参加者募集



身
に
覚
え
の
な
い
請
求
が
届
い

た
場
合
、
書
か
れ
て
い
る
連
絡
先

な
ど
に
は
連
絡
せ
ず
、
無
視
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

被
害
に
あ
っ
て
い
る
恐
れ
の
あ

る
方
や
個
人
的
に
不
安
な
方
は
、

徳
島
県
消
費
者
情
報
セ
ン
タ
ー

や
、
総
務
課
（
市
役
所
３
階
）
な

ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
取
り
立
て
が
し
つ
こ
い

場
合
や
直
接
脅
さ
れ
た
場
合
に

は
、
徳
島
県
警
総
合
相
談
セ
ン
タ

ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

相
談
先
・
連
絡
先

徳
島
県
消
費
者
情
報
セ
ン
タ
ー

蕁
０
８
８（
６
２
３
）０
６
１
１

市
総
務
課

蕁
澤
２
２
３
１

県
警
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

蕁
０
８
８（
６
５
３
）９
１
１
０

対
象
者

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知
識

や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指
導

※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

募
集
期
間

８
月
３１
日
貊
ま
で

申
込
用
紙
に
記
入
し
、
写
真
の

題
名
を
添
え
て
、
持
参
ま
た
は
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
し
込
み
用

紙
は
鴨
島
公
民
館
に
あ
り
ま
す
）

と
き

９
月
１
日
貍
・
８
日
貍

午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
　
会
議
室

講
師

高
倉
益
代
さ
ん

参
加
料

１
１
０
０
円
（
材
料
費
）

必
要
な
も
の

針
、
ま
ち
針
、
は

さ
み
、
ボ
ン
ド
（
手
芸
用
ま
た
は

木
工
用
）

定
員

１０
人
（
先
着
順
）

申
込
期
間

８
月
２０
日
豺
〜
２６
日

豸と
き

９
月
２６
日
貉

午
後
１
時
〜
２
時
３０
分

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
　
会
議
室

講
師

高
橋
文
子
さ
ん

参
加
料

５
０
０
円
（
材
料
費
）

必
要
な
も
の

文
具
用
は
さ
み
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
下
敷
き

定
員

１０
人

申
込
受
付

９
月
５
日
貉
か
ら
先

着
順
で
受
け
付
け
ま
す
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

正
午

★
出
店
募
集
中
！
（
無
料
）

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
商
店
街
の
店
舗

に
鴨
島
美
術
グ
ル
ー
プ
や
ア
マ
チ

ュ
ア
の
画
家
・
写
真
家
等
の
作
品

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.tc
u
.o
r.jp
/ka
m
o

jim
a
/m
a
c
h
ic
o
n
/

連
絡
先

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会

蕁
濆
３
７
２
５（
鎌
田
）

と
き

９
月
１６
日
豸

開
場
　
午
後
１
時
３０
分

開
演
　
午
後
２
時

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料

無
料
（
招
待
券
が
必
要
。

鴨
島
公
民
館
に
あ
り
ま
す
）

模
擬
店
チ
ケ
ッ
ト
７
月
２９
日
豸

発
売
。
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

と
き

８
月
１８
日
貍

午
後
２
時
〜
５
時
（
１
時
か
ら
ラ

ジ
コ
ン
船
走
行
が
江
川
公
園
で
行

わ
れ
ま
す
）

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
北
側
広
場

準
備
物

ビ
ニ
ー
ル
袋
、
筆
記
用

具
、
は
さ
み
、
新
聞
紙
５０
枚

※
各
自
で
す
で
に
採
集
し
て
い
る

標
本
の
名
前
も
調
べ
ま
す
。

午
前
中
に
周
辺
の
昆
虫
採
集
を

し
、
午
後
は
標
本
作
り
を
し
ま
す
。

と
き

８
月
１９
日
豸

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
４
時

費
用

標
本
箱
　
３
５
０
０
円

諸
雑
費
　
　
５
０
０
円

昼
食
代
　
　
７
０
０
円

※
採
集
用
具
は
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。
各
自
で
す
で
に
採
集
し
て
い

る
虫
の
名
前
も
調
べ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

こ
う
つ
の
里

蕁
瀚
５
５
０
６

市
生
涯
学
習
課

蕁
瀚
４
１
１
５

出
演
者

ラ
ン
チ
、
大
村
一
生
、

ほ
か
多
数

と
き

８
月
１８
日
貍

午
後
６
時
〜
９
時

と
こ
ろ

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
老
人
ホ

ー
ム
あ
け
わ
駐
車
場
（
雨
天
決
行
）

ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き

８
月
２０
日
豺
、
９
月
３
日

豺
・
１０
日
豺

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

と
こ
ろ

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き

８
月
８
日
貉
、９
月
１２
日
貉

午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

と
こ
ろ

こ
だ
ま
会
館

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

蕁
濆
２
１
６
６

と
こ
ろ

こ
う
つ
の
里
（
山
川
町
）

対
象
者

小
学
校
３
年
生
以
上
の

児
童
と
そ
の
保
護
者
（
保
護
者
は

送
迎
の
み
も
可
）

定
員

各
４０
人
（
先
着
順
）

服
装

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
帽
子
、

運
動
靴

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

午
前
中
に
周
辺
の
植
物
採
集
を

し
、
午
後
は
標
本
作
り
を
し
ま
す
。

と
き

８
月
１２
日
豸
・
２６
日
豸

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
３
時

費
用

諸
雑
費
５
０
０
円

昼
食
代
７
０
０
円
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わ
あ
　
た
い
へ
ん
　
じ
こ
に
あ
う
と
　
い
の
ち
を
お
と
す

阿
部
　
和
人
（
学
島
小
学
校
一
年
）

弁
護
士
と
販
売
会
社
の
連

名
で「
民
事
訴
訟
通
告
書
」

と
脅
し
、
連
絡
を
求
め
る

悪
質
な
架
空
請
求
の
封
書

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！！

巡
回
職
業
相
談

催
し

自
然
教
室
の
ご
案
内

植
　
物

昆
　
虫

第
９６
回
ま
ち
か
ど
コ
ン

サ
ー
ト

ま
ち
か
ど
ナ
イ
ト
in
サ
マ
ー

ま
ち
か
ど
美
術
館

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

第
２７
回
ス
テ
ー
ジ
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー

鴨
島
公
民
館
夏
ま
つ
り

江
川
今
昔
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

カ
ン
ト
リ
ー
小
物
教
室

樹
脂
粘
土
で
お
花
づ
く
り
教
室



転
倒
・
肩
こ
り
・
腰
痛
な
ど
の

予
防
体
操

と
き

９
月
〜
平
成
２０
年
３
月
の

第
２
木
曜
日
（
１
月
の
み
第
３
木

曜
日
・
１２
月
は
除
く
）

午
前
１０

時
〜
正
午

と
こ
ろ

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
費

無
料

対
象
者

６５
歳
以
上

定
員

１５
人

準
備
物

タ
オ
ル
、
飲
料
水

※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

申
込
受
付

８
月
２４
日
貊
か
ら

と
き

１２
月
１
日
貍

午
後
１
時
開
場

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
大
ホ
ー
ル

①
鑑
定
を
ご
希
望
の
方

鑑
定
申
込
用
紙
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。（
申
込
用
紙
は
鴨
島
公

民
館
ま
た
は
鴨
島
公
民
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
ま
す
）

②
観
覧
を
ご
希
望
の
方

往
復
は
が
き
で
次
の
よ
う
に
申

け
し
ま
す
）

受
付
場
所

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

受
講
料

１０
回
コ
ー
ス
４
２
０
０

円
／
２０
回
コ
ー
ス
８
４
０
０
円

（
受
講
料
の
ほ
か
に
別
途
材
料
費

等
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）

※
詳
細
は
、
講
座
案
内
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
講
座
案
内
は
市
内
各
文

化
施
設
、
公
民
館
等
に
備
え
つ
け

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー蕁

澤
０
０
１
５

☆
さ
く
ら
初
級
長
唄
三
味
線

（
春
名
完
二
）

○
日
本
舞
踊
〈
藤
間
流
〉

（
白
濱
和
希
子
）

○
生
け
花
〈
未
生
御
流
〉

（
河
野
友
子
）

○
茶
道
〈
裏
千
家
〉
（
近
藤
陽
子
）

○
木
目
込
人
形

（
小
林
鳳
美
）

○
藍
染
め

（
藤
井
和
栄
）

○
実
用
書
道

（
寺
内
金
子
）

○
水
墨
画

（
久
米
芳
邦
）

○
１６
式
太
極
拳

（
黄
麗
）

○
大
正
琴

（
山
本
源
淑
）

○
陶
芸

（
笠
井
享
）

○
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
キ
ル
ト

（
薩
摩
利
子
）

○
着
物
着
付
け

（
桑
田
律
子
）

○
ビ
デ
オ

（
牧
本
美
代
子
）

○
墨
彩
画

（
土
方
貴
美
子
）

○
民
謡

（
藤
本
秀
森
寿
）

○
民
謡
三
味
線

（
藤
本
秀
森
幸
）

○
洋
画

（
下
時
治
郎
秀
臣
）

○
書
に
親
し
む

（
武
市
鳴
雲
）

○
書
道
入
門

（
熊
代
厚
子
）

受
付
期
間

８
月
２０
日
豺
〜
９
月

２４
日
豺
（
定
員
に
満
た
な
い
講
座

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
受
け
付

―
ゆ
と
り
あ
る
生
活
、
い
き
が
い

の
あ
る
人
生
を
求
め
て
―

受
講
期
間

１０
月
７
日
豸
〜

平
成
２０
年
３
月
８
日
貍

☆
印
は
後
期
か
ら
始
ま
る
新
し
い

講
座
で
す
。

☆
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス
（
大
木
真
澄
）

○
生
け
花
〈
小
原
流
〉

（
大
石
加
代
子
）

○
絵
手
紙

（
岡
田
光
男
）

○
オ
カ
リ
ナ

（
森
見
美
子
）

○
楽
し
い
写
真
講
座
（
北
川
茂
之
）

○
短
歌

（
延
原
健
二
）

○
や
さ
し
い
手
編
み
手
芸

（
後
藤
田
八
重
子
）

○
短
歌
〈
心
を
う
た
お
う
〉

（
宮
久
保
美
恵
子
）

○
ね
ん
ど
の
花
ク
レ
イ
ア
ー
ト

（
石
田
百
合
子
）

○
花
で
生
活
を
楽
し
む

（
近
藤
佐
起
江
）

○
自
然
の
素
材
を
織
る

（
島
田
ひ
ろ
み
）

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
往
信
表
面
）
〒
７
７
６
―
０
０
１
１

吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
甲
１
番
地

鴨
島
公
民
館
内

「
出
張
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
in
吉

野
川
市
」
観
覧
係

（
往
信
裏
面
）「
出
張
鑑
定
団
観
覧

希
望
」
と
書
き
、
応
募
者
の
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入

（
返
信
表
面
）
応
募
者
の
住
所
・

氏
名
を
記
入

（
返
信
裏
面
）
記
入
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

※
は
が
き
は
、
観
覧
希
望
者
一
人

に
つ
き
一
枚
必
要
で
す
。（
先
着
順
）

申
込
締
切

１１
月
１
日
貅
ま
で

当
選
発
表

１１
月
中
旬
（
返
信
用

は
が
き
で
当
選
・
落
選
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

〒
７
７
６
―
０
０
１
１

吉
野
川
市

鴨
島
町
鴨
島
甲
１
番
地

鴨
島
公
民
館

蕁
濆
５
１
１
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.sm
ile
tru
st.c
o
m

/co
m
m
u
n
ity/
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ヘ
ル
メ
ッ
ト
　
命
を
守
る
　
宝
物

青
山
　
紘
斗
（
山
瀬
小
学
校
六
年
）

休
館
の
お
知
ら
せ

阿
波
踊
り
大
会
開
催
の
た

め
、
８
月
１４
日
貂
は
開
館
し
、

１５
日
貉
を
振
替
休
館
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
１９
年
度
後
期
文
化
研

修
セ
ン
タ
ー
講
座
案
内

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信

１０
回
コ
ー
ス
（

）内
講
師

２０
回
コ
ー
ス
（

）内
講
師

鴨島公鴨島公民館 

かもじま セントラル 
ホテル鴨島鴨島 

徳島徳島中央広域央広域 
連合消防本部連合消防本部 

阿波銀行阿波銀行 至徳島至徳島 

吉野川市役所吉野川市役所 

吉野川市吉野川市 
文化研修文化研修センター 

至池至池田 

鴨島公民館 

かもじま セントラル 
ホテル鴨島 

徳島中央広域 
連合消防本部 

阿波銀行 至徳島 

吉野川市役所 

吉野川市 
文化研修センター 

至池田 

318

192

出
張
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
in
吉

野
川
市

生
き
生
き
高
齢
者
教
室
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ス
ピ
ー
ド
は
　
出
せ
ば
迫
力
　
で
も
恐
怖

田
岡
　
慎
太
郎
（
川
田
小
学
校
六
年
）

健康コラム 

パパママ編（午前9時～11時30分） 

平成19年10月24日（水） 

平成20年  3月19日（水） 

 

2回目 

3回目 

ベビー編（午後1時30分～4時） 

平成19年11月14日（水） 

平成20年  3月28日（金） 

※対象者には、個人通知します。 

　吉野川市では、年間3回マタニティ教室を実施しています。妊娠すると、赤
ちゃんの体を一から作るためにお母さんの体にはいろいろな変化が現れま
す。おなかの赤ちゃんの成長とお母さんの健康状態とが密接に関係してい
ることなど母子手帳を見ながら話し合います。また、赤ちゃんが大きくなるた
めに必要な食事とは？ など、赤ちゃんを迎える家族の皆さんと一緒に考え
てもらう場として開催しています。 

7月4日マタニティ教室『パパママ編』（1回目）を開催しました！！ 

次回マタニティ教室のお知らせ 

問い合わせ　市健康推進課 蕁　661525

マタニティ教室の開催 

こんなに食事のこと 
考えて食べて 
なかったなぁ～。 

妊婦の苦労が 
　　わかりました…。 
こっ腰が…（汗） 

by 新米ママ 

by 新米パパ 



8月・9月の健康づくり教室（40歳以上65歳未満の方対象） 

8月・9月の介護予防教室（65歳以上の方対象） 

●問い合わせ　市健康推進課　蕁澪6615 

●問い合わせ　市地域福祉課　蕁澪6627 

8  

　
月 

8  

　
　
　
　
　
　
月 

9  

　
　
　
月 

9  

　
　
　
　
　
　
月 

健
康
相
談
 

日 

9 

17 

27

曜日 

木 

金 

月 

地区 

山  川 

鴨  島 

鴨  島 

場　　　所 

中部農業構造改善センター 

西麻植会館 

上浦地区公民館 

内　　　容 

健診結果をご持参ください 

健診結果をご持参ください 

時　間 

9：30～11：00 

10：00～11：00 

13：30～14：30

健
　
康
　
相
　
談
 

日 

4 

6 

14 

18 

19 

20

曜日 

火 

木 

金 

火 

水 

木 

地区 

山  川 

鴨  島 

鴨  島 

山  川 

美  郷 

鴨  島 

場　　　所 

山瀬地区公民館 

飯尾敷地地区公民館 

喜来老人憩の家 

西川田福祉センター 

中枝老人憩の家 

森山地区公民館 

内　　　容 

運 動 教 室

健診結果をご持参ください 

 

健診結果をご持参ください 

運 動 教 室

健診結果をご持参ください 

時　間 

9：30～11：00 

10：00～11：00 

10：00～11：00 

13：30～15：00 

13：30～15：00 

10：00～11：00

健

康

チ

ェ

ッ

ク
 

日 

8 

9 

10 

21 

 
22
 

23 

 
24
 

27 

29

曜日 

水 

木 

金 

火 

 
水
 

木 

 
金
 

月 

水 

地区 

川  島 

山  川 

川  島 

美  郷 

美  郷 

川  島 

川  島 

川  島 

美  郷 

鴨  島 

川  島 

場　　　所 

川島公民館近久分館 

麦原地区コミュニティセンター 

三ツ島西公会堂 

城戸下浦高開集落センター 

中古井広域集落センター 

川島公民館朝日ヶ丘分館 

こだま会館 

鍛冶屋敷公会堂 

上谷集落センター 

知恵島老人憩の家 

川島公民館岡山分館 

内　　　容 

 

口 腔（ こうくう）ケア  

栄 養 改 善 講 座  

 

 

介 護 予 防 体 操  

 

 

 

 

口 腔 ケ ア 

時　間 

9：30～10：30 

13：30～14：30 

9：30～10：30 

9：30～10：30 

9：30～10：30 

10：00～11：00 

9：30～10：30 

9：30～10：30 

13：30～14：30 

13：30～14：30 

9：30～10：30

健

康

チ

ェ

ッ

ク
 

日 

 
4
 

6 

7 

10 

 
11
 

12 

13 

14

曜日 

 
火
 

木 

金 

月 

 
火
 

水 

木 

金 

地区 

川  島 

川  島 

川  島 

川  島 

川  島 

川  島 

鴨  島 

川  島 

山  川 

山  川 

場　　　所 

川島公民館神後分館 

川島公民館 

川島公民館久保田分館 

東児島老人憩の家 

立石公会堂 

川島公民館学西分館 

牛島集会所 

川島公民館近久分館 

麦原地区コミュニティセンター 

忌部農業構造改善センター 

内　　　容 

 

 

 

 

 

栄 養 改 善 講 座  

 

 

 

介 護 予 防 体 操  

時　間 

9：30～10：30 

13：30～14：30 

9：30～10：30 

9：00～10：00 

13：30～14：30 

9：00～10：00 

13：30～14：30 

9：30～10：30 

13：30～14：30 

9：30～11：00
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全
標
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優
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作
》

青
信
号
　
安
心
し
た
ら
　
い
か
ん
で
よ

吉
田
　
晴
菜
（
川
田
中
小
学
校
五
年
）
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

助
手
席
も
　
進
ん
で
し
め
る
　
命
綱
！

美
馬
　
つ
か
さ
（
川
田
西
小
学
校
六
年
）

『
座
敷
わ
ら
し
レ
ス
ト
ラ
ン
』

松
谷
み
よ
子
著

★
山
川
図
書
館
と
川
島
図
書
館
の

新
刊
情
報
は
、
各
館
が
発
行
し
て

い
る
『
図
書
館
つ
う
し
ん
（
山
川

図
書
館
）』、『
新
刊
速
報
（
川
島

図
書
館
）』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
開
室
時
間

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
８
、
９
月
の
休
室
日

木
曜
日

●
新
刊
は
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん

そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
各
館
・
室
の

新
刊
コ
ー
ナ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
読
み
た
い
本
が
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
場
合
は
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
本
の
予
約
や
リ
ク
エ

ス
ト
は
各
館
・
室
で
、
い
つ
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム

h
ttp
://lib

ra
ry
.c
ity
.y
o
s
h
i

n
o
g
a
w
a
.lg
.jp
/ilisw

in
g
/w
e
/

o
p
ac/

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
８
月
１０
日
貊
・
１７

日
貊
・
２４
日
貊
・
３１
日
貊
、
９

月
７
日
貊
・
１４
日
貊
・
２１
日
貊
・

２８
日
貊

『
メ
タ
ボ
ラ
』

桐
野
夏
生
著

『
裁
判
官
の
爆
笑
お
言
葉
集
』

長
嶺
超
輝
著

『
シ
ー
・
ラ
ブ
ズ
・
ユ
ー
』

小
路
幸
也
著

『
日
本
一
不
運
な
男
』新

堂
冬
樹
著

『
蒼
の
悔
恨
』

堂
場
瞬
一
著

『
抹
殺
』

東
直
己
著

『
心
霊
探
偵
八
雲
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｔ

Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
Ｓ
絆
』

神
永
学
著

『
ド
リ
ー
ム
バ
ス
タ
ー
４
』

宮
部
み
ゆ
き
著

『
中
原
の
虹
３
』

浅
田
次
郎
著

『
秘
花
』

瀬
戸
内
寂
聴
著

『
余
命
３
カ
月
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
』

鈴
木
ヒ
ロ
ミ
ツ
著

◆
児
童
書
・
絵
本

『
魔
女
の
宅
急
便
そ
の
５
』

角
野
栄
子
著

『
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
妖
怪
パ
ー
フ
ェ
ク

ト
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』

水
木
し
げ
る
著

『
う
ぬ
ぼ
れ
や
の
ゾ
ウ
ム
シ
』

わ
た
な
べ
め
ぐ
み
著

『
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
ホ
ラ
・
ホ
ラ

コ
』

や
な
せ
た
か
し
著

『
チ
ョ
ウ
の
お
ん
が
え
し
』

わ
た
な
べ
め
ぐ
み
著

『
１０
ぴ
き
の
か
え
る
の
プ
ー
ル
び

ら
き
』

間
所
ひ
さ
こ
著

『
お
化
け
パ
ソ
コ
ン
レ
ス
ト
ラ

ン
』

た
か
い
よ
し
か
ず
著

『
み
り
ょ
く
の
み
』
五
味
太
郎
著

マ
ー
カ
ー
、
色
鉛
筆
な
ど

※
前
日
ま
で
に
図
書
館
ま
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
夏
休
み
採
集
物
の
名
付
け
会

８
月
２５
日
貍
午
後
１
時
３０
分
〜
２

時
３０
分
／
図
書
館
２
階

講
師

真
鍋
佳
資
さ
ん

用
意
す
る
も
の

筆
記
用
具
、
夏

休
み
中
の
採
集
物
（
昆
虫
・
植

物
・
石
・
貝
な
ど
）

◆
開
室
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

◆
８
、
９
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日
、
阿
波
踊
り
大
会

の
た
め
８
月
１４
日
貂
は
開
室
し
１５

日
貉
が
休
室
と
な
り
ま
す
。

◆
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
１０
時
３０
分

か
ら
／
鴨
島
公
民
館
２
階
絵
本

室
／
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
エ
プ

ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
手
作
り
大
型
紙

芝
居
な
ど
。

◆
新
刊
情
報

『
涙
の
ち
笑
顔
』

布
川
敏
和
著

『
イ
ナ
イ
×
イ
ナ
イ
』
森
博
嗣
著

『
楊
令
伝
　
１
』

北
方
謙
三
著

『
首
輪
』

太
田
蘭
三
著

『
６
時
間
後
に
君
は
死
ぬ
』

高
野
和
明
著

『
バ
イ
ア
ウ
ト
』

幸
田
真
音
著

◆
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

◆
８
、
９
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
９
月
１８
日
貂
、

月
末
図
書
整
理
日（
８
月
３１
日
貊
、

９
月
２８
日
貊
）

◆
お
は
な
し
会

８
月
１１
日
貍
、
９
月
８
日
貍
午

後
１
時
３０
分
か
ら
（
約
３０
分
間
）

◆
映
画
会

８
月
１８
日
貍
、
９
月
１
日
貍
・
１５

日
貍
・
２９
日
貍
の
午
後
１
時
３０

分
か
ら
（
約
２
時
間
）

◆
図
書
館
つ
う
し
ん
（
８
月
１
日

発
行
）
新
着
図
書
案
内
・
行
事
予

定
な
ど
を
掲
載
。
各
館
・
室
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

◆
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

◆
８
、
９
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
８
月
３１
日
貊
、
９
月
２８
日
貊
）

◆
か
え
で
読
書
会
例
会
（
奇
数

月
第
２
木
曜
日
）

９
月
１３
日
貅
午
後
１
時
３０
分
〜
３

時
／
図
書
館
２
階

新
会
員
募
集
中
！
　
ど
な
た
で
も

ご
自
由
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
夏
休
み
手
作
り
教
室
〜
モ
ビ

ー
ル
・
う
ち
わ
作
り
〜

８
月
２０
日
豺
午
後
１
時
３０
分
〜
３

時
３０
分

講
師

西
山
欣
子
さ
ん

用
意
す
る
も
の

は
さ
み
、の
り
、

川
島
図
書
館
蕁
澪
３
１
４
１

鴨
島
図
書
室
（
鴨
島
公
民
館
内
）

蕁
濆
５
１
１
１

美
郷
図
書
室

（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

蕁
潴
２
８
１
１

山
川
図
書
館
蕁
瀚
５
２
２
２

映
画
の
原
作
は
、

映
画
と
は
ス
ト
ー
リ

ー
が
違
う
と
い
っ

た
、
別
の
楽
し
み
が

あ
り
ま
す
。

原
作
を
読
む
こ
と

で
、
ま
た
一
味
違
う

映
画
の
世
界
を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る

か
も
。

図
書
だ
よ
り

この夏劇場公開映画の原作を
読んでみませんか？

『河童のクゥと夏休み』『レミーの
おいしいレストラン』
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

あ
っ
　
あ
ぶ
な
い
　
い
ち
ど
と
ま
っ
て
　
み
ぎ
ひ
だ
り
み
ぎ

藤
岡
　
　
翔
（
種
野
小
学
校
一
年
）

夏
休
み
も
半
分
が
過
ぎ
ま
し

た
。
今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
こ
と

が
、
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、

新
し
い
こ
と
を
発
見
し
た
り
、
身

に
つ
け
る
た
め
充
実
し
た
日
々
に

し
ま
し
ょ
う
。

自
分
の
命
は
、
自
分
で
守
ろ
う

●
不
審
者
に
あ
い
そ
う
に
な
っ
た

り
、
被
害
に
あ
っ
た
り
し
た
ら

逃
げ
る
・
大
声
を
出
す
・
防
犯
ブ

ザ
ー
を
鳴
ら
す
。
そ
し
て
安
全
な

場
所
に
逃
げ
る
。
で
き
る
だ
け
早

く
１
１
０
番
通
報
を
、
そ
し
て
補

宝
」
を
合
い
言
葉
に
ス
ク
ー
ル
ガ

ー
ド
、
警
察
、
行
政
、
学
校
、
補

導
セ
ン
タ
ー
等
が
安
全
・
安
心
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
す
べ
て
の
人
々
が
子
ど
も

の
安
全
を
見
守
る
と
と
も
に
、
時

代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

☆
お
知
ら
せ

８
月
１４
日
貂
〜
１６
日
貅
の
３

日
間
午
後
７
時
か
ら
開
幕
さ
れ
る

阿
波
踊
り
大
会
で
は
特
別
街
頭
補

導
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
美
郷
ほ
た
る
祭
り
、
五

九
郎
ま
つ
り
、
花
火
大
会
で
は
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

蕁
澪
６
６
２
０
蕭
澪
６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.tc
u
.o
r.jp
/iku
sei

center/

よ
く
し
ま
し
ょ
う
。

『
交
通
ル
ー
ル
』
を
守
ろ
う

●
自
転
車
の
二
人
乗
り
、
傘
さ
し

運
転
、
無
灯
火
、
携
帯
電
話
を
使

い
な
が
ら
の
運
転
、
酒
酔
い
運
転

も
交
通
違
反
に
な
り
ま
す
。

●
み
ん
な
で
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ

て
、
た
っ
た
一
つ
の
命
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

『
心
の
居
場
所
』
を
つ
く
ろ
う

●
家
族
み
ん
な
が
、
心
と
身
体
を

休
ま
せ
る
場
、
そ
れ
が
『
心
の
居

場
所
』
で
す
。
心
の
居
場
所
は
家

庭
で
す
。
家
族
の
協
力
で
楽
し
い

家
庭
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

●
楽
し
い
家
庭
づ
く
り
『
心
の
居

場
所
』
づ
く
り
が
、
安
全
で
楽
し

い
生
活
の
基
盤
で
す
。

青
少
年
を
守
り
、
育
て
よ
う

●
「
地
域
が
守
り
育
て
る
　
子
ど

も
た
ち
」「
子
ど
も
は
　
地
域
の

導
セ
ン
タ
ー
へ
も
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

●
学
校
や
家
庭
で
「
自
分
の
命
は
、

自
分
で
守
る
」
指
導
や
訓
練
を
し

て
く
だ
さ
い
。

●
不
審
者
（
加
害
者
）
を
出
さ
な

い
た
め
に
、
地
域
の
人
間
関
係
を

※
累
計
は
1
月
か
ら
の
も
の 平成19年7月１日現在 

市民のうごき 

住民基本台帳（前月比） 

計 
男 
女 
世帯数 

※65歳以上 
　　計 12,791人　男 5,234人　女 7,557人 

46,243 
21,987 
24,256 
17,065

（－  3） 
（＋  4） 
（－  7） 
（＋18） 

人 
人 
人 
世帯 

（＋  5） 
（　  0） 
（＋  5） 
（＋27） 

359 
65 
294 
359

人 
人 
人 
世帯 

外国人登録（前月比） 

〈 人 権 相 談 〉 

飯尾敷地コミュニティセンター 
山川公民館  第1会議室 
飯尾敷地コミュニティセンター 
 
市役所1階相談室 
美郷庁舎2階会議室 
山川庁舎101会議室 
川島公民館会議室 
市役所1階相談室 
 
市役所1階相談室 
市役所1階相談室 

13：30～16：00 
13：30～16：00 
13：30～16：00 

 
9：00～12：00 
13：00～16：00 
10：00～12：00 
13：00～16：00 
9：00～12：00 

 
10：00～12：00 
10：00～12：00

8月  9日貅 
8月21日貂 
9月13日貅 

 
8月  9日貅 
8月16日貅 
9月  3日豺 
9月  4日貂 
9月13日貅 

 
8月17日貊 
9月21日貊 

〈 行 政 相 談 〉 

〈司法書士会による無料法律相談〉 

今
月
の
納
税 

国
民
健
康
保
険
税 

納
期
限 

第
２
期 

8
月
31
日
貊 

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動 

火 災  

救急出動 

2件 5
月 

累
計
 

13件 

148件 5
月 

累
計
 

699件 

青
少
年
育
成
補
導

お
よ
げ
た
よ

知
恵
島
小
学
校
　
徳
丸
　
沙
也
花
　

う
れ
し
い
な

は
じ
め
て
お
よ
げ
た
よ

手
や
足
を
ば
た
ば
た
し
た
よ

水
が
は
じ
け
と
ぶ
ね

ひ
ら
お
よ
ぎ
が
で
き
た
よ

水
の
な
か
で
も
す
い
す
い

ゴ
ー
グ
ル
の
中
に
水
が
ぴ
ち
ゃ
ぴ
ち
ゃ

で
も
　
へ
っ
ち
ゃ
ら

は
じ
め
て
お
よ
げ
た
ん
だ
も
の

（「
ぶ
ん
げ
い
麻
植
」
創
刊
号
よ
り
）

助けて～
！！ 
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8・9月 
休日・夜間在宅当番医表 ●平日／17時～23時　●休日／8時～23時 

※23時からは、かかりつけの医療機関か救急病院をご利用ください。 
●○印は、休日診療日です。 
●徳島中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。 
●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話確認
の上、ご利用ください。　　 ●問い合わせ／市健康推進課蕁澪6615

医　院　名 

島 野 外 科 内 科  

杏 和 医 院  

タ ナ カ 医 院  

中西内科クリニック 

富 本 医 院  

鴨島耳鼻咽喉科  

いぬい産科婦人科クリニック 

リバーサイドクリニック岡田 

石原内科循環器科 

グリーン耳鼻咽喉科 

森 住 内 科 医 院  

工 藤 内 科 医 院  

山下耳鼻咽喉科クリニック 

麻名内科外科クリニック 

さ く ら 診 療 所  

電話番号 

25－3060 

22－0333 

22－1800 

42－6755 

42－3123 

24－8070 

22－1230 

24－8884 

24－2536 

24－2488 

22－3010 

42－3113 

42－7533 

26－0020 

42－5520

8月 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22

9月 

9 

16 

23 

17 

22 

24 

30 

 

 

 

 

25 

 

27 

28

医　院　名 

かなめ小児科内科クリニック 

三木リハビリテーション病院 

岡田医院（川島） 

井 内 内 科  

糸田川クリニック 

梶本胃腸科内科  

和田耳鼻咽喉科  

大 久 保 診 療 所  

石 原 小 児 科  

糸 田 川 眼 科  

高橋皮膚科クリニック 

古 本 胃 腸 科  

後 藤 田 外 科  

美 摩 病 院  

四 宮 医 院  

電話番号 

26－0310 

42－6616 

25－3566 

24－3070 

24－7555 

24－2413 

24－2566 

24－1703 

24－2388 

24－2531 

24－5122 

24－7377 

24－2720 

24－2957 

25－2016

8月 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31

9月 

29 

 

 

26 

 

 

 

 

 

1 

2 

3 

4 

5 

6

医　院　名 

渡 辺 医 院  

松 永 医 院  

杉 山 医 院  

矢 田 医 院  

谷 医 院  

木村内科胃腸科  

筒 井 クリニック  

鈴木内科（敷地） 

阿 部 整 形 外 科  

鈴木内科（喜来） 

鴨 島 病 院  

岸 整 形 外 科  

◎小児救急医療体制…日曜日の9時～18時、
小児科専門医が診てくれます。 
●麻植協同病院 
●阿波病院（第1・3・5週だけ） 

 
 

蕁濆2101 
蕁濺5151

電話番号 

24－7177 

42－2110 

25－2802 

25－2006 

42－2353 

24－6413 

24－3300 

24－5880 

24－4880 

24－3413 

24－6565 

25－3133

8月 

 

9月 

7 

8 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

18 

19 

20 

21 

川島庁舎 9月1日から 
川島庁舎内川島庁舎内が禁煙禁煙に 
9月1日から 
川島庁舎内が禁煙に 

（試行） 

問い合わせ　市健康推進課蕁澪6615

ご協力を 
お願いします 

●川島庁舎には、多くの乳幼児や高齢者の
方々が来庁されます。 
●受動喫煙を防止するため、川島庁舎内の
禁煙を試行的に実施します。 
●喫煙される方には不自由をおかけします
が、ご理解とご協力をお願いします。 

※庁舎外での喫煙は可能です。庁舎入り口外側に灰皿を設置します。 


